
設立式で 挨拶する山下知事＝1日、ホテルリガ ーレ春日野設立式で 挨拶する山下知事＝1日、ホテルリガ ーレ春日野

　

少
し
前
の
話
。
決
勝
ま
で
全
勝
で
進
ん
だ

プ
レ
ミ
ア
12
の
日
本
代
表
・
侍
ジ
ャ
パ
ン
は
、

そ
の
決
勝
戦
で
台
湾
に
０
対
４
で
敗
れ
た
。

井
端
監
督
は
「
す
べ
て
私
の
責
任
。
選
手
に

申
し
訳
な
く
思
う
」
▼
侍
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
に
選
出

さ
れ
た
の
は
僅
か
で
、
国
を
代
表
し
て
い
る

と
言
え
た
の
か
▼
得
点
力
不
足
は
編
成
段
階

か
ら
の
課
題
だ
っ
た
。
国
内
組
か
ら
の
選
手

選
考
が
前
提
だ
っ
た
も
の
の
、
ヤ
ク
ル
ト
の

村
上
も
、
巨
人
の
岡
本
も
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
近
藤
も
怪
我
で
辞
退
▼
国
際
試
合
経
験
の

少
な
い
若
手
が
メ
ン
バ
ー
の
中
心
と
な
っ
た
。

２
年
後
の
第
６
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、
さ
ら
に
野
球
が

正
式
競
技
に
復
活
す
る
４
年
後
の
ロ
ス
五
輪

を
見
据
え
た
選
手
を
起
用
で
き
た
と
も
言
え

る
▼
楽
天
の
辰
己
、
阪
神
の
森
下
、
広
島
の

小
園
を
始
め
、
今
後
が
期
待
で
き
る
活
躍
だ

っ
た
。
井
端
監
督
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
ま
で
だ
が
「
誰

か
が
今
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
」
と
使
命
感

を
持
っ
て
臨
ん
だ
。
人
手
不
足
の
建
設
業
界

も
効
果
あ
る
人
材
育
成
が
望
ま
れ
る
。（
Ｆ
）

旧
ご
み
焼
却
施
設
等
解
体
撤
去

旧
ご
み
焼
却
施
設
等
解
体
撤
去

単
体
ま
た
は
２
者
Ｊ
Ｖ

単
体
ま
た
は
２
者
Ｊ
Ｖ

下 市 町下
市
町
は
、「
下
市
町

旧
ご
み
焼
却
施
設
等
解
体

撤
去
工
事
令
和
６
年
度
下

生
環
（
工
）
第
12
号
」
に

事
後
審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
を
適
用
し
て
12

月
９
日
に
公
告
し
た
。
Ｊ

Ｖ
の
入
札
参
加
資
格
確
認

奈
良
県
と
県
内
26
市
町

村
で
つ
く
る
「
奈
良
県
広

域
水
道
企
業
団
」（
本
部
は

下

市

町

五
條
市
水
道
局

１月１０日まで参加受付１月１０日まで参加受付

県域水道一体化へ 設立式県域水道一体化へ 設立式

７年１月１４日に開札７年１月１４日に開札

新火葬場建設工事基本・実施設計新火葬場建設工事基本・実施設計

県と関係市町村  来年４月に事業開始県と関係市町村  来年４月に事業開始

阪巻浄水場増設工事阪巻浄水場増設工事

下
市
町
は
、
旧
ご
み
焼

却
施
設
等
解
体
撤
去
工
事

跡
地
に
計
画
す
る
「
下
市

五
條
市
水
道
局
は
、「
阪

巻
浄
水
場
増
設
工
事
２
４

０
０
２
０
３
号
」
に
事
後

審
査
型
一
般
競
争
入
札
を

適
用
し
て
12
月
５
日
に
公

告
し
た
。
入
札
書
及
び
入

札
金
額
の
内
訳
書
を
12
月

12
日
～
７
年
１
月
10
日
に

受
け
付
け
て
７
年
１
月
14

日
に
開
札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
県
内
に

本
店
・
支
店
ま
た
は
営
業

所
を
有
し
▽
同
市
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

の
水
道
施
設
工
事
の
登
録

の
許
可
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
て
▽
か
つ
水
道
施
設

工
事
の
総
合
評
価
値
が
７

０
０
点
以
上
で
あ
る
こ
と

―
な
ど
。

工
事
場
所
は
西
吉
野
町

西
野
。
工
事
概
要
は
電
気

計
装
設
備
工
事
１
式
、
急

速
ろ
過
（
Ｍ
Ｓ
Ｔ
―
７
０

０
）
移
設
工
事
１
式
、
導

を
12
月
19
日
ま
で
、
入
札

参
加
表
明
書
を
７
年
１
月

10
日
ま
で
、
入
札
書
を
７

年
１
月
14
日
ま
で
受
け
付

け
て
７
年
１
月
15
日
に
開

札
す
る
。

参
加
資
格
は
同
町
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
単
体
の
建
設

業
者
ま
た
は
建
設
業
者
２

者
で
構
成
さ
れ
る
特
定
Ｊ

Ｖ
▽
建
設
業
法
に
規
定
す

る
解
体
工
事
業
の
特
定
建

設
業
許
可
を
有
す
る
も
の

▽
解
体
工
事
の
登
録
▽
単

体
は
解
体
工
事
の
総
合
評

定
値
が
９
５
０
点
以
上
で

あ
る
も
の
―
な
ど
▽
Ｊ
Ｖ

は
代
表
者
が
解
体
工
事
の

総
合
評
定
値
が
８
５
０
点

以
上
で
あ
る
も
の
―
な

ど
、
構
成
員
が
県
内
に
本

社
（
本
店
）
及
び
支
店
ま

た
は
営
業
所
を
有
し
解
体

工
事
の
総
合
評
定
値
が
７

５
０
点
以
上
で
あ
る
も
の

―
な
ど
。

工
事
場
所
は
大
字
新
住

１
０
８
０
番
１
の
一
部
。

工
事
概
要
は
旧
ご
み
焼
却

施
設（
20
㌧
／
日
×
１
炉
）

撤
去
工
事
１
式
、
倉
庫
２

棟
撤
去
工
事
１
式
、
車
庫

撤
去
工
事
１
式
、
洗
車
場

撤
去
工
事
１
式
、
ト
イ
レ

撤
去
工
事
１
式
、
地
下
埋

設
物
（
桝
、
配
管
、
配
線

等
）
撤
去
工
事
１
式
、
そ

の
他
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
、
植
栽
、
外
灯
等
）
撤

去
工
事
１
式
。
設
計
は
日

産
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
担
当
。
工
期
８
年
２
月

27
日
。
予
定
価
格
２
億
５

４
５
０
万
９
２
０
０
円
込
。

資
格
確
認

資
格
確
認
1212
月月
1919
日
ま
で

日
ま
で

町
新
火
葬
場
建
設
工
事
基

本
・
実
施
設
計
業
務
令
和

６
年
度
下
生
環
（
委
）
第

16
号
」
に
事
後
審
査
型
条

件
付
一
般
競
争
入
札
を
適

用
し
て
12
月
９
日
に
公
告

し
た
。
入
札
参
加
表
明
書

を
７
年
１
月
10
日
ま
で
、

入
札
書
を
７
年
１
月
14
日

ま
で
受
け
付
け
て
７
年
１

月
15
日
に
開
札
す
る
。

参
加
資
格
は
▽
同
町
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
▽
単
体

▽
建
築
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
「
建
築
一
般
」

及
び
「
意
匠
」
の
登
録
▽

一
級
建
築
事
務
所
の
事
務

所
登
録
―
な
ど
。

業
務
場
所
は
大
字
新
住

１
０
８
０
番
１
の
一
部
。

業
務
概
要
は
火
葬
場
建
設

に
係
る
火
葬
場
本
体
建
物

約
７
０
０
平
方
㍍
（
火
葬

炉
設
備
を
除
く
）、
建
築

設
備
（
火
葬
炉
設
備
ま
で

の
接
続
を
含
む
）、
外
構

（
進
入
路
工
事
を
含
む
）

に
関
わ
る
基
本
設
計
と
実

施
設
計
１
式
。
委
託
期
間

８
年
２
月
27
日
。
予
定
価

格
２
５
３
１
万
１
０
０
０

円
込
、
最
低
制
限
価
格
２

０
７
０
万
２
０
０
０
円
込
。

田
原
本
町
宮
古
に
置
く
）

の
設
立
式
が
12
月
１
日
、

奈
良
市
の
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー

レ
春
日
野
で
開
か
れ
た
。

式
典
に
は
山
下
真
知
事

や
構
成
す
る
市
町
村
の
首

長
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
ら
約
60
人
が
出
席
。
企

業
長
の
山
下
知
事
は
「
県

と
26
市
町
村
が
連
携
し
来

年
４
月
に
事
業
を
開
始
す

る
。
統
合
当
初
か
ら
水
道

料
金
を
統
一
す
る
の
は
全

国
初
」
と
し
た
上
で
、「
国

の
交
付
金
と
同
額
の
２
０

０
億
円
を
県
が
財
政
支
援

す
る
。
関
係
26
市
町
村
と

一
致
協
力
し
、
安
全
安
心

な
水
道
水
を
将
来
に
わ
た

っ
て
安
定
的
に
供
給
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
（
詳
細
は
後
日
掲
載
）

水
管
布
設
工
事
（
Ｗ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｄ
Ａ
φ
50
㍉
）
１
式
、

取
水
濁
度
計
検
出
器
配

管
工
事
１
式
、
ろ
過
ポ
ン

プ
及
び
配
管
工
事
（
１

号
・
２
号
）
１
式
、
逆
洗

水
中
ポ
ン
プ
及
び
配
管

工
事
１
式
、
浄
水
濁
度

検
出
器
配
管
工
事
１
式
、

次
亜
注
入
配
管
工
事
１

式
、
電
線
管
・
配
管
土

工
事
１
式
、
取
水
濁
度

計
検
出
器
土
工
事
１
式
、

急
速
ろ
過
・
逆
洗
タ
ン

ク
土
工
事
１
式
、
浄
水

濁
度
検
出
器
土
工
事
１

式
、
仕
切
弁
ボ
ッ
ク
ス

材
料
１
式
、
付
帯
工
１

式
、
交
通
誘
導
員
１
式
。

設
計
は
國
年
上
下
水
道

設
計
が
担
当
。
工
期
７

年
12
月
26
日
。
予
定
価
格

１
億
２
５
８
１
万
円
、
最

低
制
限
価
格
は
事
後
公

表
。

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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電気設備工事・受変電設備工事

五 伸株式会社

本 社 奈良県五條市野原東５丁目３－２５
ＴＥＬ０７４７－２２－５６５３
ＦＡＸ０７４７－２３－５６５６

年末年始労働災害防止強調期間・運動実践 高圧電気設備の保安管理の御相談は当協会奈良支部へ 

業

務

内

容

※実務経験３年以上の１種・２種・３種の電気主任技術者を募集しています。①電気主任技術者業務の受託。
②自家用電気工作物に関する官公庁
　手続きの指導。
③電気設備の設計・工事監督・その他
　各種検査などの保安業務。
④電気の使用合理化および電気利用
　による生産性向上の指導。
⑤電気主任技術者に関する相談業務。

当協会は誠意・親切・実践を信条とし、お客さまの信用に応える協会です。

電気管理 奈良 （関西電気管理技術者協会）一般社団法人 

奈良県磯城郡田原本町阪手６３８－１（もちの木ビル２階２号室）
TEL0744（32）7338  FAX0744（32）7358
denkikanrinara@arrow.ocn.ne.jp 

奈良支部事務所 お申込み先 

電気設備管理を通じ社会に貢献する、電気主任技術者業務の受託機関 

（出力２０００KW未満の発電所）自家用電気工作物 の保守管理は優れた知識と経験豊富な、当協会会員 電気管理技術者 に御用命下さい （高 圧 受 電 設 備）



位置図（公告資料より）位置図（公告資料より）

公告資料より公告資料より

業務場所業務場所

県
河
川
整
備
課

一
般
国
道
１
６
９
号
御
所
高
取
Ｂ
Ｐ

一
般
国
道
１
６
９
号
御
所
高
取
Ｂ
Ｐ

県道路建設課

道
路
詳
細
設
計
を
実
施

道
路
詳
細
設
計
を
実
施

５ダムの管理効率化を検討５ダムの管理効率化を検討

建 設 技 術 研 究 所 に 業 務 委 託建 設 技 術 研 究 所 に 業 務 委 託
新技術導入やＤＸ化新技術導入やＤＸ化

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
道
路
建
設
課
は
、

一
般
国
道
１
６
９
号
御
所

高
取
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
末
に
か

け
て
道
路
詳
細
設
計
２
・

21
㌔
㍍
、
平
面
交
差
点
詳

細
設
計
３
ヵ
所
、
一
般
構

造
物
詳
細
設
計
13
ヵ
所
を

行
う
と
と
も
に
、
警
察
や

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良
国

道
事
務
所
と
御
所
市
及
び

地
元
と
の
協
議
資
料
を
作

成
す
る
。
委
託
期
間
８
年

３
月
25
日
。

県
建
設
産
業
課
で
一
般

競
争
入
札
「
一
般
国
道
１

６
９
号
御
所
高
取
バ
イ
パ

ス
道
路
詳
細
設
計
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業
（
道
路
改
良
））
第
３

―
10
―
Ａ
２
―
委
１
号
」

を
12
月
23
日
に
開
札
し
て

業
務
を
委
託
す
る
。
業
務

場
所
は
御
所
市
本
馬
外
。

予
定
価
格
８
４
７
３
万
３

０
０
０
円
込
、
調
査
基
準

価
格
６
８
０
３
万
５
０
０

０
円
込
。
担
当
は
事
業
第

一
係
（
電
話
０
７
４
２
―

２
７
―
７
４
９
８
）。

一
般
国
道
１
６
９
号
御

所
高
取
バ
イ
パ
ス
（
都
市

計
画
道
路
御
所
高
取
線
）

は
、
御
所
市
本
馬
～
高
取

町
兵
庫
の
計
画
延
長
３
・

４
㌔
㍍
４
車
線
、
３
種
２

級
、
設
計
速
度
60
㌔
㍍
／

ｈ
の
道
路
。
御
所
市
内
は

高
田
土
木
事
務
所
、
高
取

町
内
は
中
和
土
木
事
務
所

が
担
当
。
県
道
路
整
備
基

本
計
画
に
お
い
て
「
骨
格

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
位
置
付
け
さ
れ
て

い
る
。
全
体
事
業
費
45
億

２
０
０
０
万
円
。
４
年
度

に
公
共
事
業
評
価
監
視
委

員
会
で
「
事
業
継
続
」
が

承
認
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
県
道
路
整
備
基
本

計
画
の
「
路
線
の
線
的
整

備
箇
所
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
紀
伊
半
島
ア

ン
カ
ー
ル
ー
ト
を
構
成
す

る
国
道
１
６
９
号
の
北
端

に
位
置
し
、
現
在
事
業
中

の
高
取
バ
イ
パ
ス
と
直
轄

権
限
代
行
で
整
備
す
る
伯

母
峯
峠
道
路
と
一
体
と
な

っ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
広
域
的
な
緊
急
輸
送

道
路
の
確
保
や
県
南
部
地

域
の
観
光
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
①
広
域
的
な
緊
急

輸
送
道
路
の
確
保
の
た
め

に
早
急
な
整
備
が
必
要
②

御
所
Ｉ
Ｃ
付
近
に
お
け
る

産
業
集
積
地
へ
の
企
業
誘

致
に
合
わ
せ
て
県
南
部
地

域
か
ら
の
通
勤
経
路
と
な

る
当
該
路
線
の
整
備
が
必

要
―
と
し
て
い
る
。

京
奈
和
自
動
車
道
と
吉

野
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
性

の
向
上
と
、
産
業
集
積
地

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
通
勤

の
利
便
性
の
向
上
を
目
的

に
主
要
地
方
道
橿
原
高
取

線
と
し
て
平
成
29
年
度
に

事
業
着
手
、
31
年
度
に
都

市
計
画
の
変
更
を
行
っ
て

い
る
。

令
和
元
年
度
に
橿
原
高

取
線
を
廃
止
し
、
新
た
に

御
所
高
取
線
を
計
画
決
定

し
て
い
る
。
都
市
計
画
道

路
橿
原
高
取
線
は
、
起
点

を
橿
原
市
雲
梯
町
、
終
点

を
高
取
町
清
水
谷
と
し
、

橿
原
市
及
び
高
取
町
を
南

北
に
縦
断
す
る
標
準
幅
員

26
㍍
４
車
線
延
長
約
６
９

１
０
㍍
の
幹
線
街
路
。
平

成
９
年
に
国
道
１
６
９
号

の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て

都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
15

年
に
車
線
数
明
記
が
行
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
20
年
に
国
が

将
来
交
通
量
推
計
値
の
減

少
を
公
表
し
た
こ
と
を
受

け
、
県
が
21
年
に
未
事
業

化
の
広
域
幹
線
道
路
を
対

象
と
し
た
広
域
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見
直
し

た
結
果
、
都
市
計
画
道
路

橿
原
高
取
線
は
広
域
幹
線

道
路
２
車
線
以
下
の
生
活

幹
線
道
路
と
し
て
、
必
要

性
の
有
無
を
検
証
す
る
路

線
に
変
更
と
な
っ
た
。

27
年
に
は
都
市
計
画
道

路
橿
原
高
取
線
の
橿
原
市

川
西
町
以
北
の
約
２
３
５

０
㍍
区
間
に
つ
い
て
、
広

域
幹
線
道
路
と
し
て
の
４

車
線
都
市
計
画
道
路
を
廃

止
す
る
と
と
も
に
、
近
鉄

大
阪
線
に
よ
る
南
北
分
断

と
い
う
地
域
最
大
の
課
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
橿

原
市
に
お
い
て
新
た
に
２

車
線
の
都
市
計
画
道
路
橿

原
運
動
公
園
線
と
し
て
約

９
６
０
㍍
を
都
市
計
画
決

定
し
た
。

一
方
、
橿
原
市
川
西
町

以
南
の
高
取
町
兵
庫
ま
で

の
２
車
線
の
生
活
幹
線
道

路
と
し
て
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
関
係
市
町
と
の

調
整
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
や
、
現
在
事
業
中
の
高

取
バ
イ
パ
ス
と
４
車
線
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
（
仮
称
）
御
所
高
取
バ

イ
パ
ス
の
道
路
計
画
が
完

了
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
４
車
線
の
都
市
計

画
道
路
と
し
て
存
続
し
た

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

京
奈
和
自
動
車
道
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
な
る

（
仮
称
）御
所
高
取
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
は
、
京
奈
和

自
動
車
道
御
所
南
Ｉ
Ｃ
～

五
條
北
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
伴

い
、
県
南
部
地
域
の
観
光

振
興
や
広
域
的
な
緊
急
輸

送
道
路
を
確
保
す
る
た
め

の
紀
伊
半
島
ア
ン
カ
ー
ル

ー
ト
と
し
て
、
ま
す
ま
す

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路
と
し
て

存
続
す
る
橿
原
高
取
線
の

橿
原
市
川
西
町
以
南
の
高

取
町
兵
庫
ま
で
の
２
車
線

の
生
活
幹
線
道
路
と
し
て

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
４

車
線
の
都
市
計
画
道
路
と

し
て
存
続
す
る
当
該
区
間

に
つ
い
て
、
高
取
バ
イ
パ

ス
と
一
体
と
し
て
高
取
町

清
水
谷
か
ら
京
奈
和
自
動

車
道
御
所
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
、

広
域
幹
線
道
路
の
４
車
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
変
更
し

た
も
の
。

延
長
２
・

延
長
２
・
2121
㌔
㍍
な
ど
を
対
象
に

㌔
㍍
な
ど
を
対
象
に

県
建
設
産
業
課
で
「
ダ

ム
管
理
効
率
化
検
討
業
務

委
託
（
ダ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
事
業
）
第
２
―
委
―
１

号
」を
開
札
、落
札
し
た

建
設
技
術
研
究
所
奈
良

事
務
所
（
奈
良
市
西
大
寺

南
町
16
―
19
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
ビ
ル
）
に
業
務
を
委
託

し
た
。
業
務
は
日
常
管
理

業
務
・
危
機
管
理
業
務
の

現
行
作
業
整
理
、
業
務
委

託
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き

る
業
務
の
再
整
理
、
新
技

術
の
導
入
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ

る
効
率
化
の
検
討
、
遠
隔

管
理
設
備
の
導
入
に
よ
る

ダ
ム
統
合
管
理
の
可
能
性

を
検
討
。委
託
期
間
７
年

９
月
30
日
。

業
務
の
目
的
と
内
容
を

把
握
・
確
認
し
、
業
務
の

検
討
方
針
並
び
に
具
体
的

な
実
施
計
画
を
検
討
し
て

業
務
計
画
書
を
作
成
し
た

う
え
で
、
次
の
業
務
を
実

施
し
、
照
査
を
行
う
。
担

当
は
河
川
整
備
係
（
電
話

０
７
４
２
―
２
７
―
７
５

０
７
）。

︻
ダ
ム
管
理
業
務
の
整

理
︼各

ダ
ム
で
行
っ
て
い
る

管
理
業
務
に
つ
い
て
主
に

「
日
常
管
理
業
務
（
点
検
・

検
査
等
）」「
危
機
管
理
業

務
（
水
防
時
、
放
流
時
、

渇
水
時
等
）」に
大
別
し
、

日
常
的
に
行
っ
て
い
る
も

の
や
年
に
数
回
行
う
点
検

及
び
緊
急
時
に
行
う
業
務

な
ど
年
間
通
し
て
す
べ
て

の
管
理
業
務
を
聞
取
り
や

書
類
調
査
に
よ
り
確
認

し
、
整
理
す
る
。

︻
現
地
確
認
︼

管
理
業
務
（
日
常
管
理

業
務
、危
機
管
理
業
務
）に

関
す
る
資
料
を
確
認
の
う

え
各
ダ
ム
の
関
連
施
設
と

計
測
・
監
視
設
備
及
び
電

気
・
通
信
設
備
の
状
況
に

つ
い
て
現
地
確
認
を
行
う
。

︻
情
報
収
集
︼

▽
業
務
の
外
部
委
託
に

関
す
る
情
報
収
集
＝
奈
良

県
管
理
ダ
ム
以
外
の
ダ
ム

（
国
直
轄
ダ
ム
、
地
方
公

共
団
体
管
理
ダ
ム
、
独
立

行
政
法
人
の
管
理
ダ
ム
、

電
力
会
社
の
管
理
ダ
ム

等
）
に
つ
い
て
管
理
業
務

（
日
常
管
理
業
務
、
危
機

管
理
業
務
）
を
外
部
委
託

し
て
い
る
事
例
を
収
集

し
、
整
理
す
る
。

▽
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
に
関
す
る
情
報
収
集
＝

奈
良
県
管
理
ダ
ム
以
外
の

ダ
ム
に
つ
い
て
管
理
業
務

（
日
常
管
理
業
務
、
危
機

管
理
業
務
）
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
た
事
例
を
収
集

し
、
整
理
す
る
。

▽
新
技
術
の
導
入
や
Ｄ

Ｘ
化
に
関
す
る
情
報
収
集

＝
奈
良
県
管
理
ダ
ム
以
外

の
ダ
ム
に
つ
い
て
新
技
術

の
導
入
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
っ

て
業
務
を
効
率
化
し
た
事

例
を
収
集
し
、整
理
す
る
。

▽
統
合
管
理
や
遠
隔
管

理
に
関
す
る
情
報
収
集
＝

奈
良
県
管
理
ダ
ム
以
外
の

ダ
ム
に
つ
い
て
統
合
管
理

（
２
ダ
ム
統
合
や
複
数
ダ

ム
の
統
合
）
や
遠
隔
で
の

管
理
（
一
部
遠
隔
管
理
も

含
む
）
を
行
っ
て
い
る
ダ

ム
に
つ
い
て
事
例
を
収
集

し
、
整
理
す
る
。

▽
事
前
放
流
に
関
す
る

情
報
収
集
＝
奈
良
県
管
理

ダ
ム
以
外
の
ダ
ム
に
つ
い

て
事
前
放
流
を
効
率
化
、

機
能
増
強
し
た
事
例
を
収

集
し
、
整
理
す
る
。

︻
基
本
事
項
の
整
理
︼

貸
与
資
料
・
聞
取
り
調

査
・
現
地
確
認
・
情
報
収

集
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
情

報
を
勘
案
し
、「
業
務
委

託
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き

る
業
務
の
再
整
理
」「
新
技

術
の
導
入
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ

る
効
率
化
の
検
討
」「
遠
隔

管
理
設
備
の
導
入
に
よ
る

ダ
ム
統
合
管
理
の
検
討
」

「
事
前
放
流
の
効
率
化
・
機

能
増
強
の
検
討
」に
必
要
な

基
本
事
項
の
整
理
を
行
う
。

︻
管
理
業
務
の
専
門
性

評
価
︼

整
理
を
行
っ
た
ダ
ム
管

理
業
務（
日
常
管
理
業
務
、

危
機
管
理
業
務
）に
つ
い

て
、専
門
性
の
観
点
か
ら
専

門
知
識
が
要
求
さ
れ
る
も

の
と
、マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
れ

ば
専
門
知
識
が
必
要
と
さ

れ
な
い
も
の
等
に
分
類
し
、

管
理
業
務
の
専
門
性
の
度

合
い
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

︻
業
務
委
託
検
討
︼

日
常
管
理
業
務
と
危
機

管
理
業
務
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
専
門
性
の
評
価
を
行

っ
た
後
、
そ
れ
ら
の
う
ち

専
門
知
識
に
よ
る
判
断
の

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
抽

出
し
、
収
集
し
た
事
例
も

参
考
に
業
務
委
託
す
る
理

由
の
整
理
と
概
算
委
託
費

の
算
出
を
行
う
。

︻
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
検
討
︼

日
常
管
理
業
務
と
危
機

管
理
業
務
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
専
門
性
の
評
価
を
行

っ
た
後
、
そ
れ
ら
の
う
ち

専
門
知
識
に
よ
る
判
断
の

必
要
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

抽
出
し
、
収
集
し
た
事
例

も
参
考
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

す
る
理
由
を
整
理
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
案
を
作
成
す
る
。

︻
新
技
術
の
導
入
・
Ｄ

Ｘ
化
に
よ
り
効
率
化
で
き

る
業
務
の
抽
出
︼

管
理
業
務
（
日
常
管
理

業
務
、
危
機
管
理
業
務
）

に
つ
い
て
収
集
し
た
情
報

を
参
考
に
、
奈
良
県
管
理

ダ
ム
で
実
施
可
能
な
新
技

術
や
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
概

算
工
事
費
を
算
出
す
る
と

と
も
に
、
有
用
性
・
経
済

性
・
施
工
性
等
の
観
点
か

ら
比
較
検
討
し
て
実
現
可

能
な
工
法
を
選
定
す
る
。

︻
新
技
術
の
導
入
・
Ｄ

Ｘ
化
に
向
け
た
検
討
︼

整
理
し
た
結
果
を
元
に

将
来
的
な
新
技
術
導
入
や

Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
実
現
可

能
な
段
階
ご
と
に
施
工
計

画
案
を
作
成
す
る
。

︻
遠
隔
化
・
統
合
管
理

が
可
能
な
業
務
の
整
理
︼

管
理
業
務
（
日
常
管
理

業
務
、
危
機
管
理
業
務
）

に
つ
い
て
収
集
し
た
情
報

を
参
考
に
し
、
奈
良
県
管

理
ダ
ム
で
実
施
可
能
な
遠

隔
化
や
統
合
管
理
を
整
理

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

設
備
改
良
に
つ
い
て
概
算

工
事
費
や
実
現
可
能
性
等

を
整
理
す
る
。

︻
遠
隔
化
・
統
合
管
理

に
向
け
た
検
討
︼

整
理
し
た
結
果
を
元
に

将
来
的
な
１
拠
点
か
ら
の

遠
隔
管
理
を
念
頭
に
、
実

現
可
能
な
段
階
ご
と
に
施

工
計
画
案
を
作
成
す
る
。

︻
事
前
放
流
の
効
率
化
・

機
能
増
強
に
向
け
た
検
討
︼

事
前
放
流
に
つ
い
て
収

集
し
た
情
報
を
参
考
に
し
、

奈
良
県
管
理
ダ
ム
で
実
施

可
能
な
事
前
放
流
の
効
率

化
と
機
能
増
強
に
つ
い
て

概
算
工
事
費
を
算
出
す
る

と
と
も
に
、有
用
性
・
経
済

性
・
施
工
性
等
の
観
点
か

ら
比
較
検
討
し
、実
現
可

能
な
工
法
を
選
定
す
る
。

︻
総
合
検
討
︼

当
該
業
務
の
検
討
内
容

全
般
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
し
た
う
え
で
今
後
の

課
題
を
と
り
ま
と
め
る
。

適
切
な
ダ
ム
統
合
管
理
を
め
ざ
し
遠
隔
管
理
設
備
の
導
入
可
能
性
も

適
切
な
ダ
ム
統
合
管
理
を
め
ざ
し
遠
隔
管
理
設
備
の
導
入
可
能
性
も

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
河
川
整
備
課
は
、

県
管
理
５
ダ
ム
（
天
理
ダ

ム
、
初
瀬
ダ
ム
、
白
川
ダ

ム
、
岩
井
川
ダ
ム
、
大
門

ダ
ム
）
で
現
在
行
っ
て
い

る
ダ
ム
の
管
理
業
務
「
日

常
管
理
業
務
（
点
検
・
検

査
等
）」「
危
機
管
理
業
務

（
水
防
時
、
放
流
時
、
渇

水
時
等
）」
に
つ
い
て
整

理
を
行
い
、
管
理
の
効
率

化
を
検
討
す
る
。

近
年
の
気
候
変
動
に
よ

る
降
雨
の
増
加
に
よ
り
治

水
ダ
ム
の
重
要
性
は
増
加

し
て
い
る
が
、
一
方
で
人

手
不
足
に
よ
り
現
在
の
運

用
体
制
の
ま
ま
適
切
な
ダ

ム
管
理
を
行
う
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
①
業
務
委
託
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
業
務

の
再
整
理
②
新
技
術
の
導

入
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
効
率

化
の
検
討
③
遠
隔
管
理
設

備
の
導
入
に
よ
る
ダ
ム
統

合
管
理
の
可
能
性
を
検
討

―
業
務
を
実
施
す
る
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



上
牧
町
は
「
上
牧
町
個

別
施
設
計
画
」
を
令
和
６

年
11
月
改
訂
版
と
し
て
公

開
し
た
。
同
計
画
は
、
平

成
29
年
に
策
定
し
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

基
本
方
針
や
用
途
別
の
改

善
方
針
に
基
づ
き
、
個
別

施
設
の
老
朽
化
状
況
の
詳

細
調
査
や
施
設
評
価
を
実

施
し
、
施
設
の
長
寿
命
化

等
施
設
ご
と
の
保
全
や
再

編
方
針
を
示
す
個
別
施
設

計
画
と
し
て
策
定
す
る
も

の
。
計
画
期
間
は
、
今
後

の
人
口
の
減
少
の
動
向
を

見
極
め
中
長
期
的
な
視
点

で
10
年
に
設
定
。
点
検
結

果
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
柔

軟
に
計
画
を
更
新
し
て
い

く
予
定
。

全
国
の
地
方
公
共
団
体

で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
中
で
今
後
人
口
減

少
等
に
よ
り
公
共
施
設
等

の
利
用
需
要
が
変
化
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
早

急
に
公
共
施
設
等
の
全
体

の
状
況
を
把
握
し
長
期
的

な
視
点
か
ら
、
更
新
や
統

廃
合
、
長
寿
命
化
等
を
計

画
的
に
行
い
財
政
負
担
の

軽
減
・
平
準
化
を
図
る
と

共
に
、
公
共
施
設
等
の
最

適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ

と
が
必
要
。

同
町
に
お
い
て
も
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
っ

て
税
収
減
や
扶
助
費
の
増

大
が
予
想
さ
れ
、
財
政
状

況
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
く
。
一
方
で
、
公
共

施
設
等
（
建
物
系
公
共
施

設
・
イ
ン
フ
ラ
施
設
）
の

老
朽
化
は
進
み
施
設
の
更

新
需
要
が
高
ま
っ
て
い

く
。
同
町
で
は
、
限
ら
れ

上

牧

町

第一種住居地域の第一種住居地域の
一部を近隣商業地域に一部を近隣商業地域に
大和都市計画の変更案大和都市計画の変更案

大 淀 町

７
年
１
月
８
日
ま
で
受
付

７
年
１
月
８
日
ま
で
受
付

健
康
づ
く
り
Ｃ
指
定
管
理

健
康
づ
く
り
Ｃ
指
定
管
理

個
別
施
設
計
画
を
改
訂

個
別
施
設
計
画
を
改
訂

上 牧 町

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
な
ど
目
指
し
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
充
実
な
ど
目
指
し
て

大
淀
町
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
て
「
大
淀

町
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
再
公
告
し
た
。
現
場
説

明
会
を
７
年
１
月
14
日
に

実
施
（
申
込
期
限
１
月
８

日
）、
参
加
表
明
書
の
提

出
が
１
月
８
日
ま
で
、
申

請
書
類
の
提
出
期
間
が
１

月
20
日
～
２
月
３
日
、
候

補
者
を
２
月
に
選
定
す
る

予
定
。
指
定
管
理
期
間
は

７
年
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
上
５
年
以
内
で
、
期
間

に
つ
い
て
は
事
業
者
が
提

案
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は

社
会
教
育
課
（
電
話
０
７

４
７
―
５
２
―
５
５
４

９
）。応募

資
格
は
、
団
体
若

し
く
は
共
同
企
業
事
業
体

で
▽
最
近
３
年
間
に
事
業

税
、
法
人
税
、
法
人
町
民

税
、
消
費
税
、
地
方
消
費

税
等
の
租
税
及
び
労
働
保

険
料
を
未
納
し
て
い
な
い

上
牧
町
は
大
和
都
市
計

画
の
変
更
案
を
12
月
16
日

ま
で
縦
覧
に
供
し
、
意
見

書
を
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
受
け

付
け
る
。
縦
覧
と
意
見
書

の
提
出
先
は
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
電
話
０
７
４
５

―
７
６
―
１
０
０
２
）。

変
更
に
係
る
都
市
計
画

を
定
め
る
の
は
服
部
台
５

丁
目
の
一
部
。同
地
区
は
、

上
牧
町
の
中
心
地
に
位
置

し
地
域
間
交
流
軸
で
あ
る

都
市
計
画
道
路
下
牧
高
田

た
財
源
の
中
で
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
・
質
の
向

上
を
実
現
し
て
い
く
為
、

現
状
の
公
共
施
設
状
態
を

整
理
し
た
上
で
今
後
の
在

り
方
を
検
討
す
る
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
く
方
針
。

今
後
の
取
組
に
向
け
、

同
計
画
で
は
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

新
た
な
取
組
を
実
施
す
る

際
、
法
律
・
制
度
の
制
約

や
補
助
金
等
の
支
給
条
件

等
を
整
理
し
た
う
え
で
、

そ
れ
を
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
同
一
施
設

に
お
い
て
、
複
数
の
施
設

総
量
の
適
正
化
に
関
す
る

方
策
が
立
案
さ
れ
た
場
合

は
、
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
最
優
先
と
し
今
後
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
・
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
を
積
極
的
に
進
め
る
。

同
町
の
公
共
施
設
の
ほ

と
ん
ど
は
、
昭
和
か
ら
平

成
の
初
期
ま
で
に
建
設
さ

れ
た
施
設
が
多
く
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
が
充
分
で

な
い
部
分
が
あ
る
。今
後
、

施
設
の
改
修
を
進
め
安
心

し
て
使
用
で
き
る
施
設
を

目
指
す
方
針
。こ
の
ほ
か
、

公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
向
け
庁
内
で
横
断

的
に
複
合
化
や
集
約
化
等

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
公

共
施
設
全
体
の
質
と
量
の

最
適
化
を
図
る
。
主
な
施

設
の
在
り
方
は
次
の
通

り
。▽

町
民
交
流
施
設
全
般

＝
施
設
を
自
治
会
が
所
有

す
る
形
態
と
な
る
と
、
自

由
な
発
想
で
そ
の
地
域
の

規
模
に
応
じ
た
集
会
施
設

を
民
間
の
力
及
び
価
格
帯

で
建
設
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
建

設
費
用
を
自
治
会
が
負
担

す
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
が
想
定
さ
れ
る
為
、
集

会
施
設
の
建
設
に
係
る
制

度
設
計
や
公
民
館
等
集
会

施
設
補
修
補
助
金
要
綱
の

補
助
率
等
を
見
直
す
こ
と

で
、
自
治
会
の
費
用
負
担

の
軽
減
を
図
る
。

▽
小
・
中
学
校
＝
上
牧

町
学
校
適
正
化
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
小
学
校
及
び

中
学
校
の
適
正
な
規
模
や

適
正
な
配
置
な
ど
、
望
ま

し
い
学
校
教
育
の
整
備
に

取
り
組
む
。
中
学
校
２
校

に
つ
い
て
は
、
計
画
に
基

づ
き
統
合
を
進
め
る
方
針
。

▽
保
育
所
・
学
童
保
育

所
＝
認
定
こ
ど
も
園
新
規

設
置
を
見
据
え
た
中
で
、

今
後
の
保
育
所
施
設
の
在

り
方
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、

現
状
の
施
設
を
維
持
す
る

が
施
設
の
不
足
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
小
学
校
の

空
き
部
屋
を
利
用
す
る
な

ど
既
存
施
設
の
活
用
を
中

心
に
検
討
。
こ
れ
ら
の
事

か
ら
保
育
所
及
び
学
童
保

育
所
は
、
大
規
模
改
修
は

実
施
せ
ず
、
都
度
小
規
模

修
繕
で
対
応
す
る
。

▽
片
岡
台
出
張
所
＝
共

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
身
近
な
地
域

の
拠
点
と
し
て
、
長
期
的

に
維
持
で
き
る
よ
う
計
画

的
な
管
理
保
全
を
行
う
。

▽
旧
上
牧
温
泉
＝
除
却

（
解
体
）
及
び
売
却
を
検

討
す
る
。

▽
旧
衛
生
業
務
詰
所
＝

倉
庫
等
と
し
て
活
用
す
る

為
、
継
続
し
て
利
用
で
き

る
環
境
を
維
持
す
る
が
老

朽
化
状
況
を
考
慮
し
て
代

替
施
設
が
生
じ
た
際
に
は

移
転
す
る
こ
と
を
含
め
、

検
討
を
進
め
る
。

保
育
所・学
童
保
育
所
等
は
小
規
模
改
修
で
対
応

保
育
所・学
童
保
育
所
等
は
小
規
模
改
修
で
対
応

こ
と
▽
会
社
更
生
法
・
民

事
再
生
法
に
よ
る
更
生
・

再
生
手
続
中
で
な
い
こ
と

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営

管
理
業
務
（
施
設
の
維
持

管
理
業
務
の
み
は
除
く
）

に
つ
い
て
、
３
年
以
上
の

運
営
管
理
実
績
を
有
し
て

い
る
こ
と
―
な
ど
。

同
施
設
は
大
字
北
野
89

―
１
に
位
置
し
、
Ｒ
Ｃ
造

一
部
Ｓ
造
２
階
建
延
べ
床

面
積
１
５
７
２
・
40
平
方

㍍
。
１
階
部
分
に
は
プ
ー

ル
（
25
㍍
×
５
コ
ー
ス
）

や
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、採
暖
室
、

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
事
務
室

等
。
２
階
部
分
に
は
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
ス
タ

ジ
オ
、健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

倉
庫
等
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。プ
ー
ル
は
、蓄
熱
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
方
式
で

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ろ
過
方
式
に

よ
る
浄
化
、
駐
車
場
は
約

60
台
が
駐
車
可
能
。
主
な

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
総
合
管
理
業
務
＝
①

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
②
利

用
者
デ
ー
タ
の
集
計
・
管

理
③
券
売
機
立
ち
上
げ
・

下
げ
④
売
上
金
の
収
納
・

管
理
⑤
窓
ロ
で
の
問
い
合

わ
せ
対
応
⑥
使
用
後
の
巡

回
点
検
の
内
容
⑦
緊
急
時

の
連
絡
⑧
利
用
者
か
ら
の

電
話
等
に
対
す
る
対
応
⑨

警
備
装
置
の
セ
ッ
ト
及
び

駐
車
場
の
施
錠
。

▽
従
事
者
の
服
務
等
の

管
理
。

▽
マ
ス
タ
ー
キ
ー
・
機

械
警
備
カ
ー
ド
の
管
理
。

▽
フ
ロ
ン
ト
事
務
管
理

業
務
＝
①
受
付
業
務
②
定

期
使
用
者
管
理
③
一
時
使

用
者
管
理
④
レ
ン
タ
ル
用

品
管
理
⑤
ロ
ッ
カ
ー
契
約

受
付
⑥
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
の

管
理
。

▽
指
導
・
管
理
業
務
＝

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

受
付
②
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体

験
指
導
④
運
動
処
方
・
指

導
⑤
健
康
度
形
態
測
定
⑥

体
力
測
定
⑦
プ
ー
ル
受

付
・
監
視
⑧
サ
ー
ビ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
企
画
・
実
施
⑨

教
室
（
ス
ク
ー
ル
）
各
種

イ
ベ
ン
ト
企
画
・
実
施
⑩

町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
に

寄
与
す
る
事
業
の
企
画
・

実
施
⑪
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
指

定
管
理
期
間
中
に
年
１
回

以
上
開
催
）
⑫
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
の
整
備
と
掃
除

⑬
プ
ー
ル
水
質
管
理
・
周

辺
環
境
管
理
⑭
プ
ー
ル
フ

ロ
ア
ー
の
掃
除
。

▽
施
設
管
理
保
守
・
委

託
業
務
＝
①
プ
ー
ル
設
備

総
合
管
理
業
務
②
自
動
扉

開
閉
装
置
保
守
業
務
③
消

防
設
備
保
守
点
検
業
務
④

総
合
建
物
管
理
業
務
⑤
自

家
用
電
気
工
作
物
施
設
保

守
管
理
業
務
⑥
デ
マ
ン
ド

監
視
業
務
⑦
施
設
警
備
業

務
⑧
日
常
清
掃
業
務
（
館

内
及
び
周
辺
清
掃
）
⑨
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
定
期
点

検
業
務
。

線
沿
線
に
隣
接
し
、
町
内

各
地
と
王
寺
駅
・
五
位
堂

駅
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
が
運

行
さ
れ
て
い
る
交
通
利
便

性
の
高
い
地
域
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
現
在
は
医
療
機

関
の
駐
車
場
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
隣

接
す
る
地
域
は
同
町
を
南

北
に
縦
断
す
る
中
心
軸
と

な
る
都
市
計
画
道
路
下
牧

高
田
線
の
医
療
、
商
業
機

能
が
集
約
さ
れ
た
市
街
地

の
一
翼
を
担
う
沿
道
一
帯

と
し
て
概
ね
利
用
さ
れ
て

い
る
。
各
変
更
案
は
次
の

通
り
。

▽
用
途
地
域
＝
「
大
和

都
市
計
画
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
」
に
お
け
る
「
土

地
利
用
の
方
針
」
を
踏
ま

え
つ
つ
、
こ
の
地
区
の
特

性
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
住
環
境
の
保
護
と
調

和
に
配
慮
し
て
地
域
住
民

の
生
活
利
便
性
の
向
上
に

貢
献
す
る
医
療
・
商
業
サ

ー
ビ
ス
施
設
等
と
共
存
を

図
り
、
賑
わ
い
と
活
力
の

創
出
と
適
正
か
つ
合
理
的

な
土
地
利
用
を
図
る
た

め
、
用
途
地
域
を
変
更
す

る
。
現
在
は
、
第
一
種
住

居
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
約
０
・
３
㌶
を
変
更
理

由
に
適
合
す
る
近
隣
商
業

地
域
と
し
て
選
定
す
る
。

▽
高
度
地
区
＝
都
市
計

画
道
路
下
牧
高
田
線
一
帯

に
医
療
、
商
業
機
能
が
集

積
し
て
い
る
地
区
の
特
性

に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

住
環
境
の
保
護
と
調
和
に

配
慮
し
て
、
地
域
住
民
の

生
活
利
便
性
の
向
上
に
貢

献
す
る
医
療
・
商
業
サ
ー

ビ
ス
施
設
等
と
共
存
を
図

り
、
賑
わ
い
と
活
力
の
創

出
と
適
正
か
つ
合
理
的
な

土
地
利
用
を
図
る
た
め
、

20
㍍
高
度
地
区
へ
変
更
す

る
。▽

準
防
火
地
域
＝
同
地

区
の
用
途
地
域
を
近
隣
商

業
地
域
へ
変
更
す
る
こ
と

に
伴
い
、
建
物
の
不
燃
化

を
促
進
す
る
こ
と
で
市
街

地
の
安
全
性
の
向
上
を
図

る
も
の
。
変
更
後
の
準
防

火
地
域
は
約
14
・
７
㌶
。
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①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
21
日
・
一
般

競
争
入
札
、
11
月
27
日
契

約
）

　

▼
一
級
河
川
西
門
川
護

岸
工
事
（
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
対
象
事

業
（
臨
時
・
特
別
））
Ｎ

―
４
６
６
―
２
号
（
天
理

市
武
蔵
町
他
）
＝
①
名
阪

設
備
②
２
４
５
４
万
４
０

０
０
円
（
比
２
７
２
５
万

２
０
０
０
円
）③
中
南
組
、

左
野
工
業
、
成
田
組
、
山

崎
組
、
大
和
日
昇
建
設
、

金
城
ク
レ
ー
ン
工
事
、
良

金
興
業
、
美
並
建
設
、
澤

田
組
、
吉
岡
建
設
、
岡
部

工
務
店
、
豊
和
建
設
、
山

勝
工
務
店
、
中
村
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、弘
陽
建
設
、

弥
杜
工
業
、
翔
星
建
設
④

工
事
延
長
35
㍍
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
２
０

０
平
方
㍍
。
設
計
は
五
洋

設
計
が
担
当
。
工
期
７
年

３
月
25
日
。

　
　
（
11
月
14
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
20
日
契

約
）

　

▼
一
級
河
川
大
池
川
河

床
底
張
工
事
（
単
独
河
川

改
良
事
業
他
）
Ｎ
―
３
０

１
―
３
他
号
（
奈
良
市
菅

原
町
）
＝
①
Ｓ
Ｋ
住
建
②

１
９
６
万
５
０
０
０
円

（
比
２
２
０
万
１
０
０
０

円
）。

　
　
（
11
月
14
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
27
日
契

約
）

　

▼
一
級
河
川
西
門
川
他

伐
木
工
事
他
（
河
川
維
持

修
繕
事
業（
緊
急
浚
渫
））

Ｎ
―
１
Ｔ
―
25
―
１
号

（
天
理
市
柳
本
町
他
）
＝

①
村
上
工
業
②
３
８
８
万

７
０
０
０
円
（
比
４
３
３

万
９
０
０
０
円
）。

　
　
（
11
月
７
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
22
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
精

華
線
高
木
剪
定
工
事
（
道

路
施
設
維
持
修
繕
事
業
）

１
０
３
―
３
３
１
号
（
奈

良
市
押
熊
町
他
）
＝
①
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
リ
サ
ー
チ

②
２
９
０
万
９
０
０
０
円

（
比
３
２
９
万
４
０
０
０

円
）。県

吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
12
月
３
日
契

約
）

　

▼
紀
の
川
他
堆
積
土
砂

撤
去
工
事
（
河
川
維
持
修

繕
事
業
（
緊
急
浚
渫
））

Ｙ
―
１
Ｔ
―
12
―
１
他
号

（
吉
野
町
上
市
、
飯
貝
、

立
野
）
＝
①
丸
谷
組
②
１

６
３
３
万
４
０
０
０
円

（
比
１
７
９
０
万
９
０
０

０
円
）③
Ｄ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

大
西
土
建
、押
部
工
務
店
、

松
建
、
山
下
工
務
店
、
池

田
建
設
、
水
口
組
、
桝
谷

工
務
店
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
双

和
建
設
、
谷
建
設
、
桝
谷

組
、
座
・
金
剛
、
奥
工
業
、

南
工
務
店
、
西
本
建
設
、

岸
原
工
務
店
、
菊
谷
組
、

創
和
造
園
土
木
、誠
建
設
、

Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

ｅ
、
伊
野
工
務
店
、
キ
ク

ヨ
シ
、
み
よ
し
の
、
ア
イ
・

エ
ヌ
・
ジ
ー
、幸
成
建
設
、

ヒ
ガ
シ
、西
村
組
、隆
伸
、

上
松
設
備
、森
脇
工
務
店
、

宮
川
施
工
管
理
、
宝
友
建

設
、
南
工
業
、
シ
ー
ズ
・

ア
イ
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
、
サ

ン
ユ
ウ
工
業
、
ム
カ
イ
建

設
、亮
建
設
、中
野
工
業
、

Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｅ
④
７
年
３
月
７

日
。

　

▼
象
の
川
護
岸
補
修
工

事
（
緊
急
自
然
災
害
防
止

対
策
事
債
対
象
事
業
（
臨

時
・
特
別
））
Ｙ
―
４
３

５
―
１
号
（
吉
野
町
喜
佐

谷
）
＝
①
上
松
設
備
②
１

０
１
０
万
１
０
０
０
円

（
比
１
１
３
３
万
２
０
０

０
円
）③
Ｄ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

大
西
土
建
、押
部
工
務
店
、

山
下
工
務
店
、
水
口
組
、

桝
谷
工
務
店
、
谷
建
設
、

桝
谷
組
、
座
・
金
剛
、
奥

工
業
、
西
本
建
設
、
伊
野

工
務
店
、
キ
ク
ヨ
シ
、
み

よ
し
の
、
西
村
組
、
ヤ
マ

テ
ッ
ク
、
宝
友
建
設
、
ム

カ
イ
建
設
、
中
野
工
業
、

Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
Ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｅ
④
７
年
３
月
11

日
。

　

▼
北
山
川
堆
積
土
砂
撤

去
工
事
（
緊
急
浚
渫
推
進

事
業
（
臨
時
・
特
別
））

Ｙ
―
５
２
６
―
１
号
（
上

北
山
村
河
合
）
＝
①
光
栄

建
設
②
８
４
０
万
８
０
０

０
円
（
比
９
２
７
万
１
０

０
０
円
）。

　
　
（
11
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札
、
12
月
３
日
契

約
）

　

▼
脇
川
地
区
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
施
設
維
持
工
事

（
砂
防
維
持
修
繕
事
業
）

６
―
15
―
１
号
（
黒
滝
村

脇
川
）
＝
①
義
建
設
②
２

８
２
万
円
（
比
３
１
６
万

５
０
０
０
円
）。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
26
日
・
一
般

競
争
入
札
、
12
月
２
日
契

約
）

　

▼
広
瀬
川
擁
壁
工
事

（
防
災
・
安
全
社
会
資
本

整
備
交
付
金
事
業
（
広
域

河
川
））
第
14
―
４
号
（
広

陵
町
大
場
）
＝
①
金
森
土

木
②
１
３
２
８
万
９
０
０

０
円
（
比
１
４
８
２
万
７

０
０
０
円
）
③
中
山
組
、

花
佐
造
園
、
鞍
本
組
、
昭

工
業
、
大
斗
興
産
、
吉
川

工
務
店
、
松
井
組
建
設
、

乾
興
業
、
武
安
建
設
、
大

和
、
森
村
工
務
店
、
高
田

組
、和
造
園
、当
麻
建
設
、

上
田
工
務
店
、
カ
ネ
タ
ケ

建
設
、
山
口
基
礎
、
杉
本

技
建
、
栄
和
建
設
、
成
和

興
業
、
松
長
建
設
、
笹
井

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
協

和
建
設
、
西
和
建
設
、
三

容
建
設
、
三
喜
、
高
谷
土

木
興
業
、
米
田
土
木
、
か

わ
む
ら
建
設
、
永
井
土
木

工
産
、
ヒ
サ
ミ
ツ
建
設
、

西
田
土
木
、
森
本
組
、
西

島
工
務
店
、
上
熊
建
設
、

三
輪
興
業
、
丸
山
土
木
、

ホ
ソ
カ
ワ
土
木
、ナ
ン
ワ
、

安
田
組
建
設
、野
村
建
設
、

西
島
組
、山
邊
組
、三
和
、

岡
田
建
鋼
、
中
造
園
、
岡

本
設
備
、
司
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
山
崎
産
業
、
Ｈ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
、ア
ト
ニ
ス
、

大
西
組
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
、
乾
重
量
、
石
切
工
務

店
、
コ
マ
イ
、
雄
夢
美
、

石
本
工
業
、
カ
シ
ダ
建
設

（
失
格
）④
７
年
５
月
30
日
。

　

▼
香
芝
太
子
線
防
草
対

策
工
事
（
道
路
施
設
維
持

修
繕
事
業
）
第
３
０
４
―

１
号
（
香
芝
市
穴
虫
）
＝

①
西
島
組
②
２
４
３
３
万

２
０
０
０
円
（
比
２
７
１

８
万
７
０
０
０
円
）
③
花

佐
造
園
、
大
斗
興
産
、
カ

ネ
タ
ケ
建
設
、成
和
興
業
、

笹
井
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
西
和
建
設
、
三
容
建

設
、
ヒ
サ
ミ
ツ
建
設
、
西

島
工
務
店
、
丸
山
土
木
、

安
田
組
建
設
、
山
邊
組
、

三
和
、
さ
ざ
ん
か
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、岡
田
建
鋼
、

中
造
園
、
岡
本
設
備
、
ア

ト
ニ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
、
石
切
工
務
店
、
石
本

工
業
④
工
事
延
長
９
７
０

㍍
、
防
草
対
策
工
（
樹
脂

塗
布
工
１
７
３
０
㍍
、
防

草
シ
ー
ト
工
４
３
０
平
方

㍍
）。工
期
７
年
３
月
14
日
。

　

▼
柳
田
川
親
水
護
岸
工

事
（
臨
時
単
独
河
川
改
良

事
業
第
２
種
）
第
Ｔ
―
２

０
１
―
１
号
（
御
所
市
柳

田
町
）
＝
①
花
佐
造
園
②

１
８
１
２
万
１
０
０
０
円

（
比
２
０
２
０
万
円
）
③

大
斗
興
産
、
カ
ネ
タ
ケ
建

設
、
成
和
興
業
、
笹
井
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
西
和

建
設
、
三
容
建
設
、
ヒ
サ

ミ
ツ
建
設
、西
島
工
務
店
、

丸
山
土
木
、
西
島
組
、
山

邊
組
、三
和
、岡
田
建
鋼
、

中
造
園
、
岡
本
設
備
、
ア

ト
ニ
ス
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
、
石
切
工
務
店
、
石
本

工
業
④
７
年
４
月
30
日
。

　
（
11
月
26
日
・
指
名
競

争
入
札
、12
月
２
日
契
約
）

　

▼
国
道
１
６
６
号
道
路

付
属
物
設
置
工
事（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
道
路

環
境
整
備
）
他
）
第
８
―

53
―
３
―
１
他
号
（
葛
城

市
長
尾
）
＝
①
植
本
造
園

②
３
５
６
万
円
（
比
４
０

３
万
７
０
０
０
円
）。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
27
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
名

張
線
水
間
ト
ン
ネ
ル
ト
ン

ネ
ル
防
災
施
設
詳
細
設
計

業
務
委
託
（
道
路
施
設
維

持
修
繕
事
業
）
１
０
１
―

委
―
60
号
（
奈
良
市
沓
掛

町
～
水
間
町
）
＝
①
サ
ン

コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
②

６
４
８
万
円
（
比
８
０
７

万
円
）
③
橋
梁
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
大
日
本
ダ
イ
ヤ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
エ

ス
コ
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
国
際
航

業
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

リ
ン
グ
、
中
央
復
建
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、
東
京
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
エ
イ

ト
日
本
技
術
開
発
、
千
代

田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建

設
技
術
研
究
所（
辞
退
）、

三
井
共
同
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
（
辞
退
）、
ニ
ュ

ー
ジ
ェ
ッ
ク
（
辞
退
）
④

７
年
３
月
28
日
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
11
月
22
日
・
指
名

競
争
入
札
、
12
月
３
日
契

約
）

　

▼
北
山
川
護
岸
詳
細
設

計
委
託
（
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
事
業
債
対
象
事

業
（
臨
時
・
特
別
））
Ｙ

―
４
２
１
―
委
１
号
（
下

北
山
村
上
池
原
）
＝
①
阪

神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②
５

２
５
万
円
（
比
６
５
４
万

円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
。
天
理
技
研
、
ス

キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ノ
ア
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英
晃

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
五
洋

設
計
、
イ
ン
テ
コ
、
三
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ト
ッ

プ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
ア

ル
プ
ス
（
辞
退
）、
ニ
ュ

ー
ジ
ェ
ッ
ク
（
辞
退
）、

ウ
エ
ル
ア
ッ
プ
（
辞
退
）

④
７
年
３
月
28
日
。

　
　
（
11
月
26
日
・
指
名

競
争
入
札
、
12
月
３
日
契

約
）

　

▼
伊
ノ
谷
砂
防
堰
堤
管

理
用
道
路
予
備
設
計
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業（
南
部
・
東
部
）（
砂
防
））

61
―
17
―
委
１
号
（
上
北

山
村
小
橡
）
＝
①
近
畿
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②
２

１
９
万
円
（
比
２
７
３
万

円
）
③
日
本
工
営
都
市
空

間
、
西
播
設
計
、
中
央
開

発
、ウ
エ
ス
コ
、エ
ー
ス
、

東
洋
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
東
光
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
吹
上
技
研
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
キ
ミ
コ
ン
、
日

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、
国
際
航
業
（
辞

退
）、
ア
ジ
ア
航
測
（
辞

退
）、
ス
リ
ー
エ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
（
辞
退
）、

東
京
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
辞
退
）
④
７
年
３
月

28
日
。

　
　
（
11
月
27
日
・
一
般

競
争
入
札
、
12
月
３
日
契

約
）

　

▼
伊
ノ
谷
砂
防
堰
堤
管

理
用
道
路
地
質
調
査
委
託

（
防
災
・
安
全
交
付
金
事

業（
南
部
・
東
部
）（
砂
防
））

繰
61
―
17
―
委
２
他
号

（
上
北
山
村
小
像
）
＝
①

ラ
ン
ド
・
エ
コ
②
４
６
０

万
円
（
比
６
１
１
万
円
）

③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、ミ
ズ
ハ
、井
前
建
設
、

萬
力
調
査
、
イ
ン
テ
コ
、

第
一
測
量
設
計
所
、
シ
ー

ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ヨ

シ
ノ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

天
理
技
研
、
英
晃
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
聖
ソ
イ
ル

リ
サ
ー
チ
、大
同
ソ
イ
ル
、

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ

フ
、
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
④
機
械
ボ
ー

リ
ン
グ
２
ヵ
所
、
標
準
貫

入
試
験
20
回
。
委
託
期
間

７
年
２
月
28
日
。

県
南
部
農
林
振

興
事
務
所

　
　
（
11
月
21
日
・
指
名

競
争
入
札
、
11
月
26
日
契

約
）

　

▼
令
和
６
年
度
県
営
治

山
事
業
測
量
設
計
業
務
委

託
第
委
４
号
（
川
上
村
中

奥
）
＝
①
か
ん
こ
う
②
２

９
５
万
円
（
比
３
６
８
万

円
）
③
森
林
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
国
土
防
災
技
術
、

な
ん
ば
技
研
、
明
治
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、北
斗
エ
ス
・

イ
ー
・
シ
ー
、
大
日
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
森
林
調
査

設
計
事
務
所
、
三
栄
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ウ
エ
ス
コ

（
辞
退
¦
、果
無（
辞
退
）、

中
日
本
航
空
（
辞
退
）、

建
設
技
術
研
究
所
（
辞

退
）、日
本
工
営（
辞
退
）、

ア
ジ
ア
航
測
（
辞
退
）、

日
本
イ
ン
シ
ー
ク
（
辞

退
）、
パ
ス
コ
（
辞
退
）、

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

（
辞
退
）、
大
日
本
ダ
イ
ヤ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
辞

退
）、
森
林
テ
ク
ニ
ク
ス

（
辞
退
）、
基
礎
地
盤
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
（
辞
退
）、

国
際
航
業
（
辞
退
）、
朝

日
航
洋
（
辞
退
）、
東
亜

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）④
７
年
３
月
25
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
南
部
農
林
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

４
日
公
告
）

　

▽
令
和
６
年
度
林
地
荒

廃
防
止
事
業
（
治
山
）
第

22
号
（
五
條
市
阪
合
部
新

田
町
）
＝
①
入
札
書
及
び

入
札
金
額
の
内
訳
書
の
提

出
12
月
17
日
ま
で
②
12
月

18
日
③
土
木
工
事
業
の
特

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
12
月
４
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
４
２
５
号

測
量
業
務
委
託
（
道
路
災

害
関
連
事
業
（
臨
時
・
特

別
））
第
６
４
３
―
５
―

委
６
号
（
下
北
山
村
上
池

原
他
）
＝
①
入
札
書
の
提

出
12
月
17
日
ま
で
②
12
月

18
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う
ち

測
量
業
務
に
登
録
を
受

け
、
Ａ
等
級
Ａ
１
グ
ル
ー

プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
県
内
に
本

店
を
有
し
て
い
る
こ
と
―

な
ど
④
現
地
測
量
１
式

（
０
・
15
平
方
㌔
㍍
）、
３

級
基
準
点
測
量
５
ヵ
所
、

４
級
基
準
点
測
量
70
ヵ

所
。
委
託
期
間
７
年
３
月

21
日
⑤
予
１
６
６
３
万
２

０
０
０
円
込
、
低
１
３
９

５
万
９
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
４
２
５
号

用
地
測
量
業
務
委
託
（
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

（
国
道
橋
り
ょ
う
更
新
・

撤
去
））
第
３
―
Ａ
―
６

Ｒ
―
委
７
号
（
下
北
山
村

池
峰
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
用
地
測
量
２
・

０
㌶
。
委
託
期
間
７
年
３

月
28
日
⑤
予
９
８
４
万
５

０
０
０
円
込
、
低
８
２
０

定
建
設
業
許
可
。
土
木
１

式
の
登
録
。
Ｂ
等
級
。
建

設
業
法
に
基
づ
く
土
木
工

事
業
の
許
可
を
受
け
て
い

る
本
店
が
五
條
市
内
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
山
腹
基
礎

工
１
式
（
簡
易
法
枠
工
５

８
５
・
５
平
方
㍍
）、
仮

設
工
１
式
（
仮
設
工
１

式
）。
設
計
は
果
無
が
担

当
。
工
期
７
年
３
月
25
日

⑤
予
２
８
９
５
万
６
４
０

０
円
込
、
低
２
６
０
２
万

６
０
０
０
円
込
。

県
警
察
本
部
（
施
工

体
制
確
認
型
一
般
競

争
入
札〈
電
子
入
札
〉

12
月
４
日
公
告
）

　

▽
交
通
信
号
機
改
良
等

工
事
第
16
―
１
号
（
広
陵

町
大
字
平
尾
７
０
２
番
地

先
︿
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
広
陵

支
店
前
交
差
点
﹀
外
47
ヵ

所
）
＝
①
入
札
書
及
び
工

事
費
内
訳
書
の
提
出
期
間

12
月
12
日
～
24
日
②
12
月

25
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
建
設
業
者
。
電
気
工
事

の
許
可
。
交
通
安
全
施
設

ま
た
は
電
気
設
備
の
資

格
。
交
通
信
号
機
器
を
製

造
・
製
作
し
て
い
る
業
者

―
な
ど
④
交
通
信
号
機
器

の
製
造
請
負
工
事
。
設
計

は
関
西
シ
グ
ナ
ル
サ
ー
ビ

ス
が
担
当
。
工
期
７
年
３

月
28
日
⑤
予
５
４
２
４
万

６
５
０
０
円
込
、
低
４
９

９
０
万
５
９
０
０
円
込
。

　

▽
交
通
信
号
機
改
良
等

工
事
第
16
―
２
号（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
電
気

工
事
の
許
可
。
交
通
安
全

施
設
の
資
格
。
県
内
に
県

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
業
者
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
る
本
拠
ま
た
は
営
業

所
を
置
い
て
い
る
業
者
―

な
ど
④
交
通
信
号
機
の
改

良
等
工
事
。
設
計
・
工
期

前
同
⑤
予
３
２
１
４
万
５

３
０
０
円
込
、
低
２
８
９

２
万
５
６
０
０
円
込
。

　

▽
交
通
信
号
機
改
良
等

工
事
第
17
―
１
号
（
奈
良

市
左
京
４
丁
目
１
番
地
の

10
先
︿
左
京
４
丁
目
交
差

点
﹀
外
54
ヵ
所
）
＝
①
入

札
書
及
び
工
事
費
内
訳
書

の
提
出
期
間
12
月
12
日
～

25
日
14
時
②
前
同
③
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
建
設
業

者
。
電
気
工
事
の
許
可
。

交
通
安
全
施
設
ま
た
は
電

気
設
備
の
資
格
。
交
通
信

号
機
器
を
製
造
・
製
作
し

て
い
る
業
者
―
な
ど
④
交

通
信
号
機
器
の
製
造
請
負

工
事
。
設
計
は
ジ
ャ
パ
ッ

ク
ス
が
担
当
。
工
期
前
同

⑤
予
５
６
４
１
万
２
０
０

円
込
、
低
５
１
８
９
万
６

９
０
０
円
込
。

　

▽
交
通
信
号
機
改
良
等

工
事
第
17
―
２
号（
前
同
）

＝
①
入
札
書
及
び
工
事
費

内
訳
書
の
提
出
期
間
12
月

12
日
～
25
日
15
時
②
前
同

③
電
気
工
事
の
許
可
。
交

通
安
全
施
設
の
資
格
。
県

内
に
県
建
設
工
事
等
入
札

参
加
資
格
業
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
本
拠
ま
た

は
営
業
所
を
置
い
て
い
る

業
者
―
な
ど
④
交
通
信
号

機
の
改
良
等
工
事
。設
計
・

工
期
前
同
⑤
予
５
２
５
５

万
６
９
０
０
円
込
、
低
４

７
０
２
万
９
４
０
０
円
込
。

県
中
部
農
林
振
興
事

務
所
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

４
日
公
告
）

　

▽
た
め
池
整
備
事
業
葛

城
山
麓
地
区
内
池
改
修

（
そ
の
３
）工
事
第
Ｒ
６
Ｂ

１
工
７
号
（
葛
城
市
南
藤

井
、
寺
口
）
＝
①
入
札
書

及
び
入
札
金
額
の
内
訳
書

の
提
出
12
月
17
日
ま
で
②

12
月
18
日
③
土
木
工
事
業

の
特
定
建
設
業
許
可
。
土

木
１
式
の
登
録
。Ｂ
等
級
。

建
設
業
法
に
基
づ
く
「
土

木
工
事
業
」
の
許
可
を
受
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凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

け
て
い
る
本
店
が
県
高
田

土
木
事
務
所
管
内
に
あ

り
、
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
を
有
す
る

こ
と
―
な
ど
④
張
り
ブ
ロ

ッ
ク
工
３
６
６
平
方
㍍
、

安
全
施
設
工
１
式
仮
設

道
路
工
１
式
。
設
計
は
中

央
開
発
が
担
当
。
工
期
７

年
５
月
30
日
⑤
予
２
２
８

２
万
３
９
０
０
円
込
、
低

２
０
７
３
万
２
８
０
０
円

込
。
※
以
上
週
休
２
日
化

を
促
進
す
る
試
行
（
発
注

者
指
定
型
）。
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
法
適
用
。

県
学
校
支
援
課
（
一

般
競
争
入
札
〈
郵
便

入
札
〉
12
月
５
日
公

告
）

　

▽
県
立
高
等
学
校
総
合

寄
宿
舎
畝
傍
寮
寮
室
等
環

境
改
善
工
事
（
橿
原
市
御

坊
町
２
︿
県
立
高
等
学
校

総
合
寄
宿
舎
畝
傍
寮
（
男

子
寮
）
敷
地
内
﹀）
＝
①

入
札
参
加
申
込
書
の
提
出

12
月
12
日
ま
で
（
入
札
書

及
び
入
札
金
額
内
訳
書
の

提
出
期
間
12
月
16
日
～
７

年
１
月
７
日
）
②
７
年
１

月
８
日
③
建
築
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
。
建
築

１
式
の
登
録
。
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
。
建
設

業
法
に
基
づ
く
建
築
工
事

業
の
許
可
を
受
け
て
い
る

本
店
が
県
内
に
あ
り
、
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
施
設
の
竣
工
か
ら

相
当
年
度
が
経
過
し
、
寮

室
内
装
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
改
修
工
事
を
行
う

も
の
（
仮
設
工
事
、
張
替

工
事
、
塗
装
工
事
、
室
内

備
品
の
新
調
、
既
存
備
品

等
の
廃
棄
）。
工
期
７
年

３
月
27
日
（
予
定
）。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
吉
野
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
12
月
４
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
４
２
５
号

測
量
業
務
委
託
（
道
路
災

害
関
連
事
業
（
臨
時
・
特

別
））
第
６
４
３
―
５
―

委
６
号
（
下
北
山
村
上
池

原
他
）
＝
①
入
札
書
の
提

出
12
月
17
日
ま
で
②
12
月

18
日
③
県
建
設
工
事
等
競

争
入
札
参
加
資
格
の
う
ち

測
量
業
務
に
登
録
を
受

け
、
Ａ
等
級
Ａ
１
グ
ル
ー

プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
県
内
に
本

店
を
有
し
て
い
る
こ
と
―

な
ど
④
現
地
測
量
１
式

（
０
・
15
平
方
㌔
㍍
）、
３

級
基
準
点
測
量
５
ヵ
所
、

４
級
基
準
点
測
量
70
ヵ

所
。
委
託
期
間
７
年
３
月

21
日
⑤
予
１
６
６
３
万
２

０
０
０
円
込
、
低
１
３
９

５
万
９
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
国
道
４
２
５
号

用
地
測
量
業
務
委
託
（
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

（
国
道
橋
り
ょ
う
更
新
・

撤
去
））
第
３
―
Ａ
―
６

Ｒ
―
委
７
号
（
下
北
山
村

池
峰
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
前
同
④
用
地
測
量
２
・

０
㌶
。
委
託
期
間
７
年
３

月
28
日
⑤
予
９
８
４
万
５

０
０
０
円
込
、
低
８
２
０

万
６
０
０
０
円
込
。

　

▽
樫
尾
谷
管
理
用
道
路

部
測
量
業
務
委
託（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業（
南
部
・

東
部
）（
重
点
・
砂
防
））

第
61
―
19
―
委
１
号
（
吉

野
町
樫
尾
他
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
３
級
基

準
点
測
量
２
点
、
４
級
基

準
点
測
量
５
点
、
路
線
測

量
０
・
34
㌔
㍍
。
委
託
期

間
７
年
５
月
30
日
⑤
予
６

２
０
万
４
０
０
０
円
込
、

低
５
１
３
万
７
０
０
０
円

込
。近

畿
地
方
整
備
局
紀

の
川
ダ
ム
統
合
管
理

事
務
所
（
総
合
評
価

落
札
方
式
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

12
月
３
日
公
告
）

　

▽
Ｒ
７
技
術
審
査
業
務

（
五
條
市
）
＝
①
参
加
資

格
確
認
申
請
書
等
の
提
出

12
月
18
日
正
午
ま
で
（
入

札
書
の
提
出
期
限
７
年
１

月
31
日
正
午
）
②
７
年
２

月
３
日
③
単
体
企
業
。
土

木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
に
係
る
一
般
競

争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
福
井
県
、滋
賀
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
、
県
内
、
和
歌
山
県
に

業
務
拠
点
を
有
す
る
―
な

ど
④
工
事
発
注
資
料
の
作

成
、
競
争
参
加
資
格
確
認

申
請
書
等
の
分
析
・
整
理
。

工
事
件
数
は
６
件
を
予

定
。
委
託
期
間
７
年
４
月

１
日
～
８
年
３
月
31
日
⑤

事
務
集
中
化
対
象
。
予
定

価
格
が
１
０
０
０
万
円
を

超
え
る
場
合
は
技
術
提
案

の
履
行
確
実
性
評
価
試
行
。

近
畿
地
方
整
備
局
紀

伊
山
系
砂
防
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

３
日
公
告
）

　

▽
五
條
・
名
張
監
督
官

詰
所
工
事
監
督
支
援
業
務

（
五
條
市
～
三
重
県
名
張

市
）
＝
①
参
加
資
格
確
認

申
請
書
等
の
提
出
月
日
正

午
ま
で
（
入
札
書
の
提
出

期
限
12
月
18
日
正
午
）
②

７
年
２
月
３
日
③
単
体
企

業
ま
た
は
設
計
共
同
体
。

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
係
る
一
般

競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
。
福
井
県
、
滋
賀

県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、

兵
庫
県
、
県
内
、
和
歌
山

県
、
三
重
県
に
業
務
拠
点

を
有
す
る
―
な
ど
④
請
負

工
事
の
契
約
の
履
行
に
必

要
な
資
料
作
成
等
、
請
負

工
事
の
施
工
状
況
の
照
合

等
、
地
元
及
び
関
係
機
関

と
の
協
議
・
調
整
に
必

要
な
資
料
の
作
成
、
工
事

検
査
等
へ
の
臨
場
、
そ
の

他
（
前
記
各
条
項
に
お
い

て
工
事
契
約
上
重
大
な
事

案
等
が
発
見
さ
れ
た
場
合

の
報
告
、
災
害
発
生
時
の

情
報
の
収
集
等
）、
工
事

件
数
は
16
件
を
予
定
。
委

託
期
間
７
年
４
月
１
日
～

９
年
３
月
31
日
⑤
事
務
集

中
化
対
象
。
予
定
価
格
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
は
技
術
提
案
の
履
行

確
実
性
評
価
試
行
。

近
畿
地
方
整
備
局
和

歌
山
河
川
国
道
事
務

所
（
総
合
評
価
落
札

方
式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

３
日
公
告
）

　

▽
Ｒ
７
五
條
出
張
所
工

事
監
督
支
援
業
務
（
五
條

市
二
見
３
丁
目
６
９
０
番

地
13
他
︿
五
條
出
張
所
及

び
そ
の
管
内
﹀）
＝
①
参

加
資
格
確
認
申
請
書
等
の

提
出
12
月
18
日
正
午
ま
で

（
入
札
書
の
提
出
期
限
７

年
１
月
31
日
正
午
）
②
７

年
２
月
３
日
③
単
体
企
業

ま
た
は
設
計
共
同
体
。
土

木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
に
係
る
一
般
競

争
（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
福
井
県
、滋
賀
県
、

京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫

県
、
県
内
、
和
歌
山
県
に

業
務
拠
点
を
有
す
る
―
な

ど
④
請
負
工
事
の
契
約
の

履
行
に
必
要
な
資
料
作
成

等
、
請
負
工
事
の
施
工
状

況
の
照
合
等
、
地
元
及
び

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調

整
に
必
要
な
資
料
の
作

成
、
工
事
検
査
等
へ
の
臨

場
、
そ
の
他
（
前
記
各
条

項
に
お
い
て
工
事
契
約
上

重
大
な
事
案
等
が
発
見
さ

れ
た
場
合
の
報
告
、
災
害

発
生
時
の
情
報
の
収
集

等
）、
工
事
件
数
は
18
件

を
予
定
。
委
託
期
間
７
年

４
月
１
日
～
９
年
３
月
31

日
⑤
事
務
集
中
化
対
象
。

予
定
価
格
が
１
０
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
は
技
術

提
案
の
履
行
確
実
性
評
価

試
行
。

近
畿
地
方
整
備
局
大

和
川
河
川
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
12
月

３
日
公
告
）

　

▽
Ｒ
７
王
寺
出
張
所
他

工
事
監
督
支
援
業
務
（
王

寺
町
）
＝
①
参
加
資
格
確

認
申
請
書
等
の
提
出
12
月

18
日
正
午
ま
で
（
入
札
書

の
提
出
期
限
７
年
１
月
31

日
正
午
）
②
７
年
２
月
３

日
③
単
体
企
業
ま
た
は
設

計
共
同
体
。
土
木
関
係
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

に
係
る
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
参
加
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
福

井
県
、滋
賀
県
、京
都
府
、

大
阪
府
、兵
庫
県
、県
内
、

和
歌
山
県
に
業
務
拠
点
を

有
す
る
―
な
ど
④
請
負
工

事
の
契
約
の
履
行
に
必
要

な
資
料
作
成
等
、
請
負
工

事
の
施
工
状
況
の
照
合

等
、
地
元
及
び
関
係
機
関

と
の
協
議
・
調
整
に
必
要

な
資
料
の
作
成
、
工
事
検

査
等
へ
の
臨
場
、
そ
の
他

（
前
記
各
条
項
に
お
い
て

工
事
契
約
上
重
大
な
事
案

等
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の

報
告
、
災
害
発
生
時
の
情

報
の
収
集
等
）、
工
事
件

数
は
35
件
を
予
定
。
委
託

期
間
７
年
４
月
１
日
～
９

年
３
月
31
日
⑤
事
務
集
中

化
対
象
。
予
定
価
格
が
１

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
は
技
術
提
案
の
履
行
確

実
性
評
価
試
行
。

県
宇
陀
土
木
事

務
所

　
　
（
12
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

▽
大
野
西
垣
内
（
イ
）

地
区
他
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
標
識
設
置
工
事

（
砂
防
維
持
修
繕
事
業
）

第
５
―
10
―
１
号
（
宇
陀

市
室
生
大
野
他
）
＝
工
期

７
年
３
月
28
日
。

　

▽
一
般
国
道
１
６
６
号

他
区
画
線
工
事
（
道
路
施

設
維
持
修
繕
事
業
）
第
５

２
４
―
３
―
１
号
（
宇
陀

市
菟
田
野
佐
倉
他
）
＝
工

期
７
年
３
月
21
日
。

　

▽
一
般
県
道
上
笠
間
三

本
松
停
車
場
線
他
区
画
線

工
事
（
道
路
施
設
維
持
修

繕
事
業
）
第
５
２
４
―
３

―
２
号
（
宇
陀
市
室
生
上

笠
間
他
）
＝
工
期
前
同
。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
12
月
17
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
上
桑
原
（
ニ
）
地
区

舗
装
修
繕
工
事
（
防
災
・

安
全
交
付
金
事
業
（
急
傾

斜
））
63
―
１
―
４
号
（
下

北
山
村
上
桑
原
）
＝
工
期

７
年
３
月
28
日
。

　

▽
一
般
県
道
平
畑
運
動

公
園
線
舗
装
補
修
工
事

（
臨
時
単
独
舗
装
道
補
修

事
業
）
６
１
２
―
２
―
３

号
（
大
淀
町
桧
垣
本
、
下

渕
）
＝
工
期
７
年
３
月
14

日
。三

郷
町

　
　
（
12
月
19
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀）

　

▽
令
和
６
年
度
た
め
池

監
視
カ
メ
ラ
・
水
位
計
等

設
置
工
事
（
町
内
︿
大
池
・

亀
池
﹀）
＝
指
名
は
尾
上

電
機
、
太
子
電
機
、
竹
村

電
気
、
藤
原
電
気
工
業
、

ま
さ
ご
電
機
、
松
田
電
気

工
業
、
宮
原
電
気
、
吉
田

電
気
工
事
の
８
者
。
予
１

７
０
万
円
。

　

▽
令
和
６
年
度
関
屋
川

取
水
堰
電
灯
動
力
幹
線
変

更
工
事
（
立
野
南
２
丁
目

25
番
︿
竜
の
子
霊
園
﹀）

＝
指
名
は
前
同
。
予
１
９

７
万
４
０
０
０
円
。

　

▽
令
和
６
年
度
竜
の
子

会
館
給
水
管
修
繕
工
事

（
立
野
南
２
丁
目
25
番︿
竜

の
子
会
館
﹀）
＝
指
名
は

オ
オ
ス
ミ
工
業
、
オ
カ
モ

ト
設
備
、カ
キ
モ
ト
設
備
、

阪
本
水
道
商
会
、
誠
起
、

千
葉
水
道
工
業
、
フ
ジ
ヨ

シ
工
業
、
吉
川
設
備
、
吉

田
設
備
の
９
者
。
予
１
４

３
万
９
０
０
０
円
。

御
所
市

　
　
（
12
月
20
日
・
指
名

競
争
入
札︿
持
参
入
札
﹀）

　

▽
水
路
改
良
工
事
建
第

４
１
号
（
玉
手
）
＝
指
名

は
木
村
土
木
、
山
池
組
、

三
友
工
業
、
松
川
組
の
４

者
。
予
１
３
９
万
１
５
０

０
円
込
、
低
基
１
２
４
万

１
９
０
０
円
込
。

　

▽
水
路
改
良
工
事
建
第

42
号
（
西
佐
味
）
＝
指
名

は
タ
ナ
カ
産
業
、戸
間
組
、

辻
川
建
設
、
松
場
組
、
山

田
土
木
、
井
上
建
設
、
栗

本
土
木
、
清
広
建
設
、
南

敏
工
業
、西
川
組
の
10
者
。

予
２
８
３
万
３
０
０
円

込
、
低
基
２
５
２
万
６
７

０
０
円
込
。

　

▽
道
路
維
持
工
事
建
第

43
号
（
室
）
＝
指
名
は
丸

杉
建
設
、
ア
サ
ヒ
開
発
、

西
川
土
木
、
本
城
建
材
、

吉
田
興
業
、
泰
栄
重
機
、

サ
ク
ラ
モ
ト
、
空
工
業
、

長
栄
総
業
の
９
者
。
予
３

１
４
万
４
９
０
０
円
込
、

低
基
２
８
１
万
６
０
０
０

円
込
。

　

▽
改
良
住
宅
（
元
町
１

６
０
号
）・
市
営
住
宅
（
サ

ン
葛
城
３
号
）
空
家
修
繕

工
事
住
第
９
号
（
元
町
・

櫛
羅
）
＝
指
名
は
杉
本
建

設
、
福
本
工
務
店
、
阪
口

建
設
、
西
川
タ
イ
ル
、
有

徳
技
建
、
駒
井
工
務
店
、

阪
本
、
御
歳
瓦
工
業
、
有

家
住
建
、
山
本
住
建
の
10

者
。
予
６
４
２
万
４
０
０

０
円
込
、
低
基
５
９
０
万

９
２
０
０
円
込
。

　
　
（
12
月
20
日
・
指
名

競
争
入
札︿
郵
便
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
道
路
舗
装
工
事
建
第

44
号
（
三
室
）
＝
予
２
９

３
万
９
２
０
０
円
込
、
低

基
２
６
２
万
６
８
０
０
円

込
。

　

▽
道
路
舗
装
工
事
建
第

45
号
（
佐
田
）
＝
予
４
０

４
万
６
０
０
円
込
、
低
基

３
５
８
万
１
６
０
０
円
込
。

　

▽
道
路
舗
装
工
事
建
第

46
号
（
柏
原
︿
北
方
﹀）

＝
予
４
５
４
万
８
５
０
０

円
込
、
低
基
４
０
６
万
１

０
０
円
込
。

　

▽
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
高

圧
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
内
機
器

取
替
工
事
生
学
第
３
号

（
栄
町
）
＝
予
１
４
４
万

５
４
０
０
円
込
、
最
低
制

限
価
格
は
未
設
定
。

　

▽
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ

ン
タ
ー
高
圧
受
電
設
備
改

修
工
事
健
推
第
１
号
（
豊

年
橋
通
り
）
＝
予
２
９
２

万
６
０
０
０
円
込
、
最
低

制
限
価
格
は
未
設
定
。

　
　
（
７
年
１
月
15
日
・

指
名
競
争
入
札
︿
郵
便
入

札
﹀、指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
旧
和
光
ビ
ル
解
体
工

事
ま
推
第
１
号
（
西
町
）

＝
工
期
７
年
12
月
26
日
。

予
９
２
６
７
万
５
０
０
０

円
込
、
低
基
８
５
２
６
万

１
０
０
０
円
込
。

高
取
町

　
　
（
12
月
19
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
町
単
道
路
改
修
工
事

（
市
尾
地
区
）（
市
尾
）
＝

指
名
は
三
建
工
業
、
吉
田

組
、
か
と
う
建
設
、
ヒ
ロ

タ
建
設
、
博
電
工
業
、
井

上
組
、
創
和
造
園
土
木
の

７
者
。
設
２
４
９
４
万
５

０
０
０
円
、
低
２
２
５
１

万
７
０
０
０
円
。

　

▽
町
営
住
宅
空
家
修
繕

工
事
（
丹
生
谷
）
＝
指
名

は
か
ね
ま
つ
建
設
、髙
岸
、

吉
村
建
設
、
博
電
工
業
、

観
音
寺
辻
本
建
設
、
大
川

組
、
誠
光
建
設
、
松
平
建

設
、
西
川
建
設
の
９
者
。

設
６
６
１
万
円
、
低
５
９

８
万
９
０
０
０
円
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

大
和
郡
山
市

　
　
（
12
月
18
日
・
指
名

競
争
入
札
、
指
名
は
事
後

公
表
）

　

▽
路
面
性
状
調
査
及
び

修
繕
計
画
策
定
業
務
委
託

（
小
泉
町
他
）
＝
予
９
２

１
万
９
１
０
０
円
込
、
低

７
６
８
万
２
４
０
０
円
込
。

高
取
町

　
　
（
12
月
19
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▽
町
営
住
宅
空
家
修
繕

工
事
監
理
業
務（
丹
生
谷
）

＝
指
名
は
ワ
ー
ル
ド
設

計
、
関
西
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ノ
ア
建
築
事
務

所
、
中
和
設
計
、
中
西
構

造
設
計
、礎
建
築
事
務
所
、

福
井
建
築
設
計
事
務
所
、

五
星
、
吉
本
建
築
設
計
事

務
所
の
９
者
。
設
２
２
０

万
円
、
低
１
８
０
万
５
０

０
０
円
。

　

▽
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
橋
梁
補
修
設
計
業
務

委
託
（
上
子
島
外
）
＝
指

名
は
大
和
測
量
設
計
事
務

所
、
ノ
ア
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
日
本
イ
ン
シ
ー

ク
、
関
西
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
、
中
央
開
発
、
若
鈴

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
ピ
ー

エ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

五
星
、
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
の

９
者
。設
１
３
１
５
万
円
、

低
１
０
５
６
万
３
０
０
０

円
。

　

▽
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
路
面
性
状
調
査
等
業

務
委
託
（
町
一
円
）
＝
指

名
は
ス
キ
ャ
ド
ロ
ン
、
ノ

ア
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ピ
ー
エ
ム
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
関
西
エ
ン
ジ
ニ

ヤ
リ
ン
グ
、
五
星
、
大
和

測
量
設
計
事
務
所
、
日
本

イ
ン
シ
ー
ク
、
若
鈴
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
、中
央
開
発
、

天
理
技
研
の
10
者
。
設
６

４
６
万
円
、
低
５
３
６
万

５
０
０
０
円
。
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 県郡山土木事務所
竜田川護岸工事（特定都市河川浸水被害対策推進事業（河川改
修）（加速化・国補）他）繰補５—４—１他号

生駒市小平尾町 9月7日 ２７１９万７０００円 一般 エスディ工業 ２４６４万１０００円

工事 県奈良土木事務所
中町「道の駅」設備工事（防災・安全交付金事業（道路改良・都づく
り）他）１—５他号

奈良市中町・石木町 9月7日 １６８３万２０００円 一般 タケガミ電気水道 １５０６万円

工事
県建設業・契約管
理課

社会福祉総合センター本館５階及び６階トイレ改修工事第５—２２号 橿原市大久保町 9月7日 ３７２２万円 一般 野矢設備工業所 ３３９７万７０００円

工事 県奈良土木事務所
一般国道３６９号大保道路河川付替工事（防災・安全交付金事業
（道路改良））１—１０—Ａ４—３号

奈良市大保町 9月7日 ４８６２万８０００円 一般 森本工業 ４４００万１０００円

工事 県吉野土木事務所
主要地方道大峯山公園線蛇之倉工区道路改良工事（防災・安全交
付金事業（南部・東部））６—３—Ａ６—１号

天川村洞川 9月7日 ６１１５万２０００円 一般 車谷建設 ５５２５万４０００円

工事
県警察本部施設装
備課

交通信号機保守点検（球取替）委託
桜井市大字阿部３６５
番地先〈阿部の辻交
差点〉外５４１ヵ所

9月8日 一般 町田電気 ２５９８万円

工事 生駒市 第２阪奈１号橋橋面舗装補修工事 有里町他 9月8日 ２０７３万円 一般 紀州興業 １７７２万１０００円

工事
県中部農林振興事
務所

ため池整備事業葛城山麓地区神山池改修（その１）工事第Ｒ５Ｂ１
工３号

葛城市笛吹 9月8日 ９０６３万円 一般 親海建設 ８２１７万７０００円

工事
県北部農業振興事
務所

令和５年度県営ため池整備事業高山地区取水施設改修（その２）工
事第Ｒ５Ａ１工４号

生駒市高山町 9月8日 ６５６０万円 一般 西谷建設 ５９６２万２０００円

工事 曽爾村 道路災害復旧工事５災第１号 大字山粕 9月8日 ７５５０万８０００円 一般 米原組 ６８６６万６０００円

工事 奈良国立大学機構 奈良教育大学（高畑）ライフライン再生（排水設備２期）改修工事 奈良市高畑町 9月8日 ５８２８万円 一般
玉川設備工業（大
阪府東大阪市）

５６９０万円

工事 磯城郡水道企業団 三宅町配水管布設工事（１工区） 三宅町大字石見 9月11日 ５８９１万円 一般 堂浦土木 ５３５１万９０００円

工事 磯城郡水道企業団 三宅町配水管布設工事（２工区） 三宅町大字石見他 9月11日 ３７５２万円 一般 東洋建設 ３３９７万７０００円

工事 磯城郡水道企業団 小阪他配水管改良工事 田原本町大字小阪他 9月11日 ５８４４万円 一般 藤浪設備 ５３０３万３０００円

工事
県広域水道セン
ター

送水施設受水地工事（機械）（田原本町第２） 田原本町伊与戸 9月11日 ２０６３万９０００円 一般 森田鉄工所 １８７７万６０００円

工事
県建設業・契約管
理課

同和問題関係史料センター本館昇降機改修工事第５—２１号 奈良市大安寺 9月12日 ２８２２万円 一般 フジテック ２５９１万９０００円

工事 県吉野土木事務所
上北山村域道路・河川・舗装小規模維持修繕工事（道路施設維持
修繕事業他）６０２—４—５他号

上北山村他 9月12日 １１９９万円 一般 大台建設 １０６１万８０００円

工事 斑鳩町上下水道課 老朽管更新工事配第３０１号
大字岡本、大字三井、
大字幸前〈町道２１１、
２４５号線〉

9月12日 ３３４９万７０００円 指名 斑鳩設備 ３０８０万円

工事 斑鳩町上下水道課 老朽管更新工事配第３０２号
阿波３丁目〈町道３３６
号線〉

9月12日 ３２５６万６０００円 指名 勝間設備工業所 ２９６１万円

工事
県広域水道セン
ター

桜井浄水場大容量ポンプ設備修繕工事 桜井市初瀬 9月12日 １８３３万９０００円 一般
クボタ環境エンジニ
アリング

１６５５万８０００円

工事 県五條土木事務所
下市宗桧線十日市トンネル照明設備工事（緊急自然災害防止対策
事業（無停電））７４２—３—１号

五條市西吉野町尼ヶ
生他

9月12日 １２９６万７０００円 一般 サンユウ工業 １１５２万３０００円

工事 宮内庁京都事務所 開化天皇陵外構柵整備工事 奈良市油阪町 9月12日 ３３８６万円 一般 ヒロタ建設 ２５２７万円

工事 大和郡山市 大和郡山市立山田町スポーツ会館補修工事 山田町 9月13日 １１１９万円 一般 亀岡土木 １０２２万４０００円

工事 県中和土木事務所
曽我川（川西）護岸工事（特定都市河川（河川改修）他）繰７—３—１
他号

橿原市川西町 9月13日 ３９０７万８０００円 一般 松好建設 ３５３３万１０００円

工事
県北部農業振興事
務所

令和５年度県営ため池整備事業桜池地区ため池改修（その４）工事
第Ｒ５Ａ１工５号

斑鳩町法隆寺、法隆
寺西

9月13日 ６５３１万７０００円 一般 青山組 ５９３３万８０００円

工事
県東部農林振興事
務所

県営畑地帯総合整備事業伊那佐東部地区農業用用排水路その１
工事第Ｒ５Ｃ１工１号

宇陀市榛原大貝 9月13日 １７９４万円 一般 三貴工業 １６０５万８０００円

工事
近畿地方整備局奈
良国道事務所

いかるがパークウェイ五百井地区他改良工事
斑鳩町五百井～小吉
田

9月13日 １億５８６万円 一般 キタムラ ９６３０万円

工事
中部地方整備局北
勢国道事務所

令和５年度名阪国道橋梁補修工事
三重県亀山市太岡寺
町～奈良市針町

9月14日 ２億５７９３万円 一般 丸昇建設 ２億３７００万円

工事 県奈良土木事務所
一般国道３６９号舗装補修工事（防災・安全交付金事業（国道舗装
修繕・国補正））繰補２—Ａ３６９—１—２号

奈良市阪原町 9月14日 １２６１万円 一般 平井建設 １１２３万８０００円

工事 県奈良土木事務所
主要地方道桜井都祁線舗装補修工事（臨時単独舗装道補修事業）
１１２—２４号

奈良市都祁友田町 9月14日 １３２３万８０００円 一般 森髙建設 １１７８万１０００円

工事 県郡山土木事務所
竜田川堆積土砂除去工事（緊急浚渫推進事業（臨時・特別））Ｋ—５
０２—１号

生駒市小平尾町他 9月14日 ２５２５万９０００円 一般 上野建材 ２２９１万４０００円

工事 県郡山土木事務所
竜田川護岸工事（特定都市河川浸水被害対策推進事業（河川改
修））５—４—１号

生駒市小瀬町 9月14日 ２０３５万２０００円 一般 二隆建設 １８３２万円

工事 県奈良土木事務所
主要地方道奈良大和郡山斑鳩線他薬師寺東口交差点排水構造物
工事（防災・安全交付金事業（道路改良））１—１０—Ａ９—３号

奈良市六条町他 9月14日 ２５６２万６０００円 一般 翔星建設 ２３１０万２０００円

工事 県奈良土木事務所
一般国道３６９号他道路案内標識工事（防災・安全交付金事業（道
路環境整備））８—５６—１—４号

奈良市奈良阪町～都
祁吐山町

9月14日 １７１２万９０００円 一般 秋本建設 １５３６万５０００円

工事 県奈良土木事務所
都市計画道路奈良橿原線舗装工事（無電柱化推進事業（街路）（都
づくり））１—Ｇ１—２号

奈良市三条町、三条
本町

9月14日 １３４１万５０００円 一般 広成 １１９４万５０００円

工事
県北部農業振興事
務所

令和５年度県営ほ場整備事業北村地区北村第６工区区画整理工
（その２）工事第Ｒ５Ａ１工２号

奈良市北村町 9月14日 ４２４６万３０００円 一般 新日本技建 ３８３５万２０００円

工事 三郷町 令和５・６年度勢野高区配水池補修及び場内配管耐震化工事
勢野北４丁目２番２３
号

9月14日 １億７１５０万円 一般 安部日鋼工業 １億６９００万円

工事
県北部農業振興事
務所

令和５年度県営ほ場整備事業北村地区北村第８工区区画整理工
工事第Ｒ５Ａ１工１号

奈良市北村町 9月14日 ３３０９万４０００円 一般 廣岡建設 ２９８４万２０００円

工事 奈良国立大学機構 奈良教育大学（高畑）美術・書道実習棟改修機械設備工事 奈良市高畑町 9月14日 ４７７０万円 一般 泉陽令熱 ３１８４万５０００円

工事 県立医科大学
救命センター放射線検査室・高度生殖医療センター・系統解剖実習
室整備工事工第０５—２４号

橿原市四条町８４０番
地

9月15日 ２億４６３０万円 一般 かとう建設 ２億３８８０万円

工事 天理市上下水道局 φ２５０ｍｍ配水管改良工事 福知堂町 9月15日 １６２６万円 指名 日本宣伝 １４６３万４０００円

工事 県五條土木事務所
殿野地区急傾斜地崩壊防止施設工事（緊急自然災害防止事業（急
傾斜））７０１—１４—１号

五條市大塔町殿野 9月15日 ８３８３万３０００円 一般 檜尾建設 ７６６８万８０００円

工事 県五條土木事務所
一般国道１６８号ふれあいトンネル照明工事（道路メンテナンス事業
（国道トンネル照明更新））４—Ａ—７Ｌ—５号

五條市大塔町宇井 9月15日 ８８７９万９０００円 一般 松田電気工業 ８０２４万４０００円

工事
県建設業・契約管
理課

広瀬川護岸工事（防災・安全社会資本整備交付金事業（広域河川）
他）第１４—１他号

広陵町大場 9月19日 ４億５１１８万６０００円 一般 上村・上香ＪＶ ４億１５０９万１０００円

工事 県中和土木事務所 寺川橋梁下部工事（特定都市河川（河川改修）他）２—２—３他号 桜井市大福 9月19日 ５６４１万円 一般 植木組 ５０４７万６０００円

工事 田原本町 阪手新池雨水貯留施設整備工事 大字阪手 9月19日 １３９０万８０００円 一般 吉村組 １２５０万１０００円

【続く】

　　令和５年度　工事結果　（落札金額1000万円以上）　⑮　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2024年（令和６年）12月10日（火）建 設 新 報



新鮮な野菜等が並ぶ直売所新鮮な野菜等が並ぶ直売所

式典で挨拶する山下知事式典で挨拶する山下知事

国 交 省

補
正
予
算
の
公
共
事
業
費
１
兆
９
１
２
６
億
円

補
正
予
算
の
公
共
事
業
費
１
兆
９
１
２
６
億
円

国
土
交
通
省
は
、
開
会

中
の
臨
時
国
会
で
成
立
を

目
指
す
令
和
６
年
度
補
正

予
算
の
概
要
を
公
表
。
国

費
ベ
ー
ス
で
２
兆
２
４
７

８
億
円
を
計
上
。
う
ち
公

共
事
業
費
１
兆
９
１
２
６

億
円
、
非
公
共
事
業
費
３

３
５
２
億
円
と
な
っ
た
。

基
本
的
な
考
え
と
し
て
、

「
国
民
の
安
心
・
安
全
と

持
続
的
な
成
長
に
向
け
た

総
合
経
済
対
策
」（
令
和
６

年
11
月
22
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、
取
り
組
む
施

策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
①

日
本
経
済
・
地
方
経
済
の

成
長
＝
全
て
の
世
代
の
現

在
・
将
来
の
賃
金
・
所
得

を
増
や
す
②
物
価
高
の
克

服
＝
誰
一
人
取
り
残
さ
れ

な
い
成
長
型
経
済
へ
の
移

行
に
道
筋
を
つ
け
る
③
国

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確
保
︑流
域
治
水
の
推
進
も

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
を
確
保
︑流
域
治
水
の
推
進
も

国
土
交
通
省
は
、
主
要

建
設
資
材
需
給
・
価
格
動

向
調
査
結
果
（
11
月
１
日

～
５
日
現
在
）
を
ま
と
め

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
全
国

の
建
設
資
材
の
▽
価
格
動

向
の
対
象
資
材
は
「
横
ば

い
」
▽
需
給
動
向
の
対
象

直売所やレストラン、観光案内も直売所やレストラン、観光案内も
道の駅「クロスウェイなかまち」道の駅「クロスウェイなかまち」

＝
成
長
型
経
済
へ
の
移
行

の
礎
を
築
く
―
の
三
つ
の

柱
に
つ
い
て
、
各
項
目
の

実
施
に
必
要
な
経
費
を
計

上
。そ

の
中
で
、「
国
民
の

安
心
・
安
全
の
確
保
」
～

成
長
型
経
済
へ
の
移
行
の

礎
を
築
く
～
に
お
い
て
は

①
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
②
防
災
・
減
災

及
び
国
土
強
靱
化
の
推
進

③
外
交
・
安
全
保
障
環
境

の
変
化
へ
の
対
応
④
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」

の
実
現
の
経
費
を
計
上
し

た
。公

共
事
業
関
係
の
主
な

施
策
は
▽
河
川
、海
岸
、砂

防
、道
路
、港
湾
、上
下
水

道
、
公
営
住
宅
等
の
施
設

の
災
害
復
旧
等
＝
３
７
０

３
億
４
０
０
０
万
円
▽
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興

の
た
め
の
住
宅
整
備
＝
２

１
５
億
９
０
０
万
円
▽
気

候
変
動
を
見
据
え
た
府
省

庁
・
官
民
連
携
に
よ
る「
流

域
治
水
」
等
の
推
進
＝
２

７
７
３
億
８
９
０
０
万
円

▽
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震

化
促
進
に
よ
る
防
災
・
減

災
対
策
＝
21
億
６
３
０
０

万
円
▽
安
心
・
安
全
な
上

下
水
道
の
整
備
＝
３
億
円

▽
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
防
災
公
園
の

機
能
確
保
に
関
す
る
対
策

等
＝
54
億
４
８
０
０
万
円

▽
国
土
強
靱
化
に
資
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

能
強
化
に
関
す
る
対
策
＝

１
９
７
３
億
７
５
０
０
万

円
▽
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局

所
的
な
防
災
・
減
災
対
策

等
＝
４
４
９
億
５
０
０
０

万
円
▽
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
耐
災
害
性
の
強
化
＝

６
６
７
億
４
７
０
０
万
円

▽
河
川
・
ダ
ム
、
道
路
、

都
市
公
園
、
鉄
道
、
港
湾

等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
係

る
老
朽
化
対
策
＝
１
５
１

４
億
４
６
０
０
万
円
▽
線

状
降
水
帯
・
台
風
等
の
予

測
精
度
向
上
等
に
向
け
た

取
組
の
強
化
＝
40
億
４
１

０
０
万
円
▽
イ
ン
フ
ラ
・

防
災
分
野
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
及
び
技

術
開
発
＝
１
６
８
億
５
９

０
０
万
円
▽
災
害
対
応
体

制
の
強
化
＝
94
億
７
０
０

０
万
円
▽
地
域
に
お
け
る

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
推
進
（
防
災
・
安
全

交
付
金
等
）
＝
３
６
２
０

億
４
２
０
０
万
円
―
な
ど
。

国民の安心・安全の確保～成長型経済への移行の礎を築く～国民の安心・安全の確保～成長型経済への移行の礎を築く～
自然災害からの復旧・復興

河川、海岸、砂防、道路、港湾、上下水道、公営住
宅等の施設の災害復旧等 公 国費 370,340 百万円 非 国費 85 百万円

能登半島地震からの復興のための住宅整備 公 国費 21,509 百万円 非 国費 20 百万円
安全な地域への集団移転の促進 非 国費 105 百万円
能登半島地震からの復興に向けた観光再生支援 非 国費 500 百万円

防災・減災及び国土強靱化の推進

気候変動を見据えた府省庁・官民連携による「流
域治水」等の推進 公 国費277,389百万円　非 国費4,379百万円

災害時における庁舎機能の確保、防災体制の維持 非 国費 5,958 百万円
住宅・建築物の耐震化促進による防災・減災対策 公 国費 2,163 百万円
安心・安全な上下水道の整備 公 国費 300 百万円
防災・減災まちづくりの推進、防災公園の機能確
保に関する対策等 公 国費 5,448 百万円

国土強靱化に資する道路ネットワークの機能強化
に関する対策 公 国費 197,375 百万円 非 国費 1,569 百万円

道路インフラの局所的な防災・減災対策等 公 国費 44,950 百万円
交通ネットワークの耐災害性の強化 公 国費 66,747 百万円  財政投融資 210 百万円
河川・ダム、道路、都市公園、鉄道、港湾等の重要
インフラに係る老朽化対策 公 国費 151,446 百万円

線状降水帯・台風等の予測精度向上等に向けた取
組の強化 公 国費 4,041 百万円 非 国費 38,501 百万円

インフラ・防災分野におけるデジタル技術の活用
及び技術開発 公 国費 16,859 百万円 非 国費 4,050 百万円

災害対策等に有効となる地図情報等の整備 非 国費 2,183 百万円
災害対応体制の強化 公 国費 9,470 百万円 非 国費 489 百万円
地域における防災・減災、国土強靱化の推進（防
災・安全交付金等） 公 国費 362,042 百万円 非 国費 1,000 百万円

外交・安全保障環境の変化への対応、「誰一人取り残されない社会」の実現は省略

※１ 公は公共事業関係費、非は非公共事業費である。※２ 計数は四捨五入の関係で端数において合
計と一致しない場合がある。※３ デジタル庁一括計上分を含む。※４ 防災・減災及び国土強靱化の推
進（1 兆 1,382 億円）には、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策分、国土強靱化緊急対
応分（2,467 億円）及び緊急防災分（2,183 億円）を含む。※５ ＧＸ経済移行債で実施する住宅局事業
（500 億円）を含む。

国 交 省

価
格
動
向
は
全
て
の
資
材
が﹁
横
ば
い
﹂

価
格
動
向
は
全
て
の
資
材
が﹁
横
ば
い
﹂

主
要
建
設
資
材
調
査︵

主
要
建
設
資
材
調
査︵
1111
月
１
日
~
５
日
現
在
︶

月
１
日
~
５
日
現
在
︶

資
材
は
「
均
衡
」
▽
在
庫

状
況
の
対
象
資
材
は
「
普

通
」
―
と
な
っ
た
。

同
調
査
の
対
象
資
材
は

▽
セ
メ
ン
ト（
バ
ラ
物
）▽

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
建
築

用
）▽
骨
材（
砂
、砂
利
、砕

石
、再
生
砕
石
）▽
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材（
密
粒
度
ア
ス

コ
ン
新
材
、密
粒
度
ア
ス
コ

ン
再
生
材
）▽
鋼
材
・
異
形

棒
鋼
Ｄ
１
６
、鋼
材
・
Ｈ
形

鋼（
２
０
０
㍉
×
１
０
０

㍉
）▽
木
材
製
材
・
木
材
合

板
▽
石
油（
軽
油
１
、２

号
）―
の
７
資
材
13
品
目
。

う
ち
同
期
間
の
奈
良
県

内
の
状
況
は
次
の
通
り

（
▽
対
象
資
材
＝
①
今
回

の
価
格
動
向
②
今
回
の
需

給
動
向
③
今
回
の
在
庫
状

況
）。指
数
は
、現
在
の
価

格
動
向
を
１（
下
落
）、２

（
や
や
下
落
）、３（
横
ば

い
）、４（
や
や
上
昇
）、５

（
上
昇
）と
し
て
、各
モ
ニ

タ
ー
か
ら
の
回
答
を
各
都

道
府
県
別
に
集
計
し
、そ

の
平
均
で
算
出
。現
在
の

需
給
動
向
を
１（
緩
和
）、２

（
や
や
緩
和
）、３（
均
衡
）、

４（
や
や
ひ
っ
迫
）、５（
ひ

っ
迫
）と
し
て
同
算
出
。現

在
の
在
庫
状
況
を
１（
豊

富
）、２（
普
通
）、３（
や
や

品
不
足
）、４（
品
不
足
）と

し
て
同
算
出
。括
弧
書
き

の
指
数
は
、回
答
者
が
２

者
以
下
を
示
す
。

▽
セ
メ
ン
ト（
バ
ラ
物
）

＝
①
３
・
１
②
３
・
１
▽
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
＝
①
３
・

１
②
２
・
８
▽
骨
材（
砂
）

＝
①
３
・
０
②
２
・
９
③

２
・
０
▽
骨
材（
砂
利
）＝

①
３
・
０
②
２
・
８
③（
２
・

０
）▽
骨
材（
砕
石
）＝
①

３
・
０
②
３
・
０
③（
２
・

０
）▽
骨
材（
再
生
砕
石
）

＝
①
３
・
０
②
３
・
０
③

（
２
・
０
）▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材（
新
材
・
密
粒
度
ア
ス

コ
ン
）＝
①
３
・
０
②
３
・

０
▽
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材

（
再
生
材
・
密
粒
度
ア
ス
コ

ン
）＝
①
３
・
０
②
３
・
０

▽
異
形
棒
鋼
＝
①
２
・
７

②
２
・
９
③
２
・
０
▽
Ｈ
形

鋼
＝
①
２
・
９
②
２
・
９
③

２
・
０
▽
木
材（
製
材
）＝

①
３
・
０
②
３
・
０
③
２
・

０
▽
木
材（
型
枠
用
合
板
）

＝
①
３
・
０
②
３
・
０
③

（
２
・
０
）▽
石
油
＝
①
３
・

０
②
３
・
１
。

日鉄神鋼建材㈱

奈
良
県
が
か
ね
て
よ
り

奈
良
市
中
町
に
整
備
を
進

め
て
い
た
道
の
駅
「
ク
ロ

ス
ウ
ェ
イ
な
か
ま
ち
」
が

11
月
30
日
、
開
駅
し
た
。

県
内
初
の「
防
災
道
の
駅
」

に
選
定
さ
れ
、
大
規
模
災

害
時
に
は
自
衛
隊
、消
防
、

警
察
な
ど
の
部
隊
が
集
結

し
、
広
域
防
災
拠
点
と
し

て
機
能
す
る
。（
12
月
７

日
付
①
面
に
関
連
記
事
、

10
月
17
日
付
②
③
面
に
関

連
特
集
）

敷
地
面
積
約
３
・
４
㌶

に
北
西
棟
（
Ｓ
造
平
屋
建

４
１
０
平
方
㍍
）
に
は
、

喫
茶
「
千
壽
茶
寮
」
や
交

流
ス
ペ
ー
ス
、
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ス
待

合
室
な
ど
を
設
置
。
北
東

棟
（
Ｓ
造
平
屋
建
４
０
０

平
方
㍍
）
に
は
、
観
光
案

内
所
、
ト
イ
レ
な
ど
を
設

け
た
。
南
棟
（
Ｓ
造
平
屋

建
１
１
３
２
平
方
㍍
）
に

は
、
農
産
物
・
特
産
品
直

売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
出

店
。
ま
た
、
防
災
機
能
と

し
て
、
非
常
用
発
電
（
72

時
間
発
電
）
を
は
じ
め
、

自
衛
隊
な
ど
の
支
援
活
動

を
可
能
と
す
る
約
１
万
平

方
㍍
の
駐
車
場
、
発
電

機
、
電
工
リ
ー
ル
、
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
資
機

材
を
備
蓄
し
た
防
災
倉
庫

（
Ｓ
造
平
屋
建
１
４
３
平

方
㍍
）
な
ど
を
備
え
る
。

全
て
の
建
物
を
耐
震
化
、

駐
車
場
は
２
５
７
台
（
小

型
車
２
３
７
台
、
大
型
車

20
台
）
を
確
保
し
た
。

式
典
で
山
下
真
知
事
は

「
県
内
17
番
目
の
道
の
駅

で
、
第
二
阪
奈
道
路
と
枚

方
大
和
郡
山
線
が
交
差
す

る
交
通
の
要
衝
に
位
置

し
、
野
菜
の
直
売
所
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど

の
賑
わ
い
の
拠
点
で
あ
る

と
と
も
に
、
近
隣
観
光
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
国
交
省
の

防
災
道
の
駅
に
指
定
さ

れ
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
広
域
的
な
防
災
拠
点

と
し
て
県
民
の
安
心
と
安

全
を
支
え
る
重
要
な
拠
点

と
な
る
」
と
挨
拶
。

式
典
後
は
、
奈
良
商
工

高
校
和
太
鼓
部
に
よ
る
演

奏
、
関
係
者
ら
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ

ー
、内
覧
会
も
行
わ
れ
た
。
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『受賞を糧に100点目指す』

令和６年度　県土マネジメント部令和６年度　県土マネジメント部

優良工事表彰優良工事表彰 優れた技術力・工事管理に栄誉優れた技術力・工事管理に栄誉
渡
邉
義
明
所
長
は
、
中

尾
組
の
側
道
工
事
に
対
し

て
「
大
神
神
社
の
参
道
は

歩
行
者
と
車
両
の
往
来
が

多
い
こ
と
か
ら
丁
寧
な
安

全
確
保
に
努
め
て
頂
い

た
。
段
差
部
分
に
は
、
仮

舗
装
や
マ
ッ
ト
を
敷
く
な

ど
し
て
歩
行
者
の
安
全
を

確
保
、
さ
ら
に
住
宅
地
へ

の
騒
音
防
止
対
策
に
も
工

夫
し
て
頂
い
た
」。

吉
村
建
設
の
子
島
橋
補

修
工
事
に
対
し
て
「
現
場

カ
メ
ラ
設
置
に
よ
る
遠
隔

監
視
で
の
安
全
確
保
と
作

業
効
率
の
向
上
に
努
め
て

頂
い
た
。
足
場
の
高
さ
調

整
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
昼
夜

を
問
わ
な
い
注
意
喚
起
も

行
っ
て
頂
い
た
」。
一
方
、

吸
原
橋
補
修
工
事
で
は

「
遠
隔
監
視
に
加
え
、
夜

間
作
業
で
の
徹
底
し
た
騒

音
対
策
と
粉
じ
ん
対
策
に

よ
り
、
苦
情
な
く
工
事
を

進
め
て
頂
い
た
」
と
そ
れ

　

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
は
「
令
和
６
年
度
（
５
年
度
完
成
工
事
）
優
良

工
事
」
の
所
長
表
彰
17
工
事
と
課
長
表
彰
３
工
事
を
11
月
25
日
に
公
表
。
県
中
和

土
木
事
務
所
長
表
彰
の
栄
に
輝
い
た
の
は
、
中
尾
組
の
「
三
輪
山
線
南
側
側
道

工
事
（
無
電
柱
化
（
都
づ
く
り
））」、
吉
村
建
設
の
「
一
般
国
道
１
６
９
号
子
島

橋
他
橋
梁
補
修
工
事
（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
国
道
橋
梁
補
修
）
他
）」
と
「
一

般
国
道
１
６
５
号
吸
原
橋
他
橋
梁
補
修
工
事
（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
国
道
橋

梁
補
修
）
他
）」
の
３
工
事
に
決
定
し
、
そ
の
表
彰
式
が
11
月
29
日
、
同
土
木
事

務
所
で
行
わ
れ
た
。

施
工
力
と
技
術
力
を
評
価

施
工
力
と
技
術
力
を
評
価

施　工：吉村建設施　工：吉村建設 施　工：中尾組施　工：中尾組

◆工種区分＝土木１式
◆工 事 名＝ 三輪山線　南側側道工事（無電柱化（都づくり））
◆工事概要＝ 工事延長 L=70m 、重力式擁壁工 L=35m 、側溝

工 L=86m、歩道工A=327㎡ 
◆施工箇所＝桜井市三輪地内

表彰を受ける中尾組表彰を受ける中尾組

表彰を受ける吉村建設表彰を受ける吉村建設

表彰式の様子（11月29日、中和土木事務所）表彰式の様子（11月29日、中和土木事務所）

渡邉所長（前列中央）を囲んで記念撮影渡邉所長（前列中央）を囲んで記念撮影

渡邉所長渡邉所長

中和土木事務所中和土木事務所

技 術 力・ 安 全 力 の 一 層 の 向 上 を 目 指 し ま す技 術 力・ 安 全 力 の 一 層 の 向 上 を 目 指 し ま す

代表取締役 吉 村 勇 人

〒６３２－００３３ 奈 良 県 天 理 市 勾 田 町 ４ ４ ８ 番 地
ＴＥＬ０７４３－６３－０３７８
ＦＡＸ０７４３－６３－３２８５

ISO9001・ISO14001認証取得

ライフラインを強く、そして守る。 信頼で築く、人と未来

代表取締役

〒6 3 3 ‒ 0 0 9 1　奈 良 県 桜 井 市 桜 井 ５ ５ ３ － １
TEL(0744)42-3567　TEL(0744)42-2500　FAX(0744)45-5334
〒 5 4 1 ‒ 0 0 4 7　大阪府大阪市中央区淡路町3－3－2－3304
T E L ( 0 6 ) 7 1 7 2 - 3 7 1 7 　 F A X ( 0 6 ) 7 1 7 2 - 9 9 4 1

https://www.nakaogumi.co.jp/　E-mail :eigyou@nakaogumi.co.jp

本　　　社

大阪営業所

中 尾 隆 成

ISO9 0 0 1
ISO14001
認 証 取 得

株式会社 中 尾 組

中尾社長中尾社長吉村社長吉村社長

﹃
さ
ら
に
精
進
し
︑

期
待
に
応
え
る
﹄

◆工種区分＝鋼橋（上部工）◆工種区分＝鋼橋（上部工）
◆工 事 名＝ 一般国道169号 子島橋他 橋梁補修工事（道路メン◆工 事 名＝ 一般国道169号 子島橋他 橋梁補修工事（道路メン

テナンス（国道橋梁補修）他）テナンス（国道橋梁補修）他）
◆工事概要＝ 工事延長 L=74.4m 、鋼部材補修工W=0.311t 、支◆工事概要＝ 工事延長 L=74.4m 、鋼部材補修工W=0.311t 、支

承金属溶射工N=20基、防水工N=9㎡ 承金属溶射工N=20基、防水工N=9㎡ 
◆施工箇所＝高市郡高取町清水谷、橿原市小房町◆施工箇所＝高市郡高取町清水谷、橿原市小房町

◆工種区分＝ 鋼橋（上部工）◆工種区分＝ 鋼橋（上部工）
◆工 事 名＝ 一般国道165号　吸原橋他 橋梁補修工事（道路メ◆工 事 名＝ 一般国道165号　吸原橋他 橋梁補修工事（道路メ

ンテナンス（国道橋梁補修）他）ンテナンス（国道橋梁補修）他）
◆工事概要＝ 工事延長 L=124.7m 、鋼部材補修工W=0.652t 、◆工事概要＝ 工事延長 L=124.7m 、鋼部材補修工W=0.652t 、

伸縮装置補修工 L=16m、支承部補修工N=12基伸縮装置補修工 L=16m、支承部補修工N=12基
◆施工箇所＝桜井市初瀬、辻、箸中、慈恩寺◆施工箇所＝桜井市初瀬、辻、箸中、慈恩寺

ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
評
価

し
た
上
で
、「
他
の
模
範

と
な
り
、
引
き
続
き
工
夫

を
凝
ら
し
た
安
全
対
策
、

環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

中
尾
組
の
中
尾
隆
成
社

長
は
「
受
賞
を
糧
に
１
０

０
点
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」。
吉
村
建
設
の
吉
村

勇
人
社
長
は
「
さ
ら
に
精

進
し
期
待
に
応
え
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

引
き
続
き
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

安
全
対
策
、
環
境
対
策
を
！

安
全
対
策
、
環
境
対
策
を
！
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